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キラリ宿毛人
全国大会で活躍

　3 月 8 日（日）、国立代々木競技場第一体育館（東京都）
で開催された全日本青少年フルコンタクト空手道選手権
大会にて、新極真会所属の松岡 都氣 さんが幼年男子軽量
級で準優勝されました。おめでとうございます。
　これからのさらなる成長と活躍を楽しみにしています。

幼年男子軽量級　準優勝
松
まつおか

岡 都
と き

氣 さん

地域おこし協力隊員が着任
　4 月 1 日（水）付で商工観光課に地域おこし協力隊員が着任しました。
　市の観光振興や商工業の活性化に向けて、新しい風を吹き込んでくれることを期待していま
す。市民の皆さん、どうぞよろしくお願いします。

 問  商工観光課　☎ 62-1242

　主
しゅはま

浜 涼
りょうへい

平 さん　出身地：埼玉県
●主な活動ミッション
宿毛市の観光 PR・SNS などでの魅力発信
集客イベントの企画・各種イベントの運営補助

～新隊員からのご挨拶～
　4 月 1 日（水）付で、宿毛市の地域おこし協力隊に任命されました主浜と申します。も
ともと、埼玉県庁で観光業務に携わっていたこともあるため、その経験を活かして、新た
な視点で観光振興を行っていきたいです。まずは宿毛の方々とたくさんコミュニケーショ
ンをとり、少しでも早くなじめるように頑張ります！

宿毛市役所　☎ 62-1111（代表）

 問  生涯学習課　☎ 62-1245
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教育委員会委員の任命
　4 月 2 日（木）付で、教育委員会委員に次の方が任命されました。

 問  学校教育課　☎ 62-1246

 秋
あ き ば

場 尚
の ぶ よ

誉 氏　任期：4 年間
 略  歴  �平成 8 年　玉川大学文学部芸術学科卒業

  令和 4 年　宿毛市教育委員会委員に任命

宿毛マラソンに伴う交通規制
　5 月 10 日（日）第 11 回宿毛マラソンの開催に伴い、次のとおり交通規制を行います。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

 問  生涯学習課　☎ 62-1245

宿毛市総合
運動公園

宿
毛
小　中

学
校

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

宿毛郵
便局

大井
田病
院

宿毛バ
イパス

県道
4号

R56

【通行止め時間】8 時 45 分～ 10 時 20 分 【通行止め時間】9 時～ 11 時 30 分

紺綬褒章

　市へ多額の寄付をいただいた 宮本 氏に、紺綬褒章が授
与されました。
　寄付金は、10 月開催の「第 8 回全国シクロサミット」
や市内中学校の吹奏楽部への楽器購入など、市の活性化
と教育環境の充実のために大切に役立てる予定です。
　市の未来を育む温かなご厚意に感謝申し上げます。誠
にありがとうございました。

 問  企画課　☎ 62-1255

株式会社日本投資事業団　代表取締役　宮
みやもと

本 道
みちよし

吉 氏



42026.5 広報すくも

　令和 7 年 12 月 1 日時点で宿毛市に住民登録されていた方へ配布した地域振興券について、
郵便局の保管期限が過ぎたものは市役所に返送されています。地域振興券は 10,000 円分の商
品券で市内の取扱店で使用できます。受け取っていない方は、ご連絡ください。
受取場所  �商工観光課窓口　（郵送や支所での受け取りも可）
※商工観光課以外での受け取りをご希望の場合は事前にご相談ください。
持参物  

地域振興券の受取はお済みですか  問  商工観光課　☎ 62-1242

水道料金の減免
　物価高騰による皆さんの負担を減らすため、水道料金の基本料金および量水器使用料を 10
カ月間減免します。申請手続きは不要です。
減免期間  �5 月請求分～令和 9 年 2 月請求分（4 月検針分～令和 9 年 1 月検針分）
※下水道使用料は減免対象外

　水道料金の超過料金や下水道使用料がない場合は無料となり、
納付書は届きません。

 問  水道課　☎ 62-1248

宿毛市 HP

本人が受け取りに来られる場合
● 本人の顔写真付き身分証明書

（マイナンバーカード、運転免許証など）
本人と同一世帯の親族（代理人）が
受け取りに来られる場合

● 受け取りに来られた方の顔写真付き身分証明書
（マイナンバーカード、運転免許証など）

本人と別世帯の親族（代理人）が
受け取りに来られる場合

● 委任状（任意様式可）
● 代理人の顔写真付き身分証明書

（マイナンバーカード、運転免許証など）
● 本人との関係性が確認できる書類（戸籍謄抄本など）

※委任状の様式は宿毛市 HP からダウンロード可能です。

　人気のすべり台が新たに高さの違うすべり台に
生まれ変わり、幅広い年齢の子どもたちが遊べる
ようになりました。ネットも組み合わさり、ゆら
ゆらとした揺れも楽しめます。
　皆さんで仲良く楽しい時間をお過ごしくださ
い。

春長街区公園の遊具リニューアル  問  都市建設課　☎ 62-1251
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申  込  �●郵送　●高知新聞企業 HP
申込先  �〒 780-8666　高知市本町 3-3-39

 高知新聞企業
 事業部「金婚式」係
 ☎ 088-825-4328

締  切  �６月 5 日（金）必着
主 催　高知新聞社・ＲＫＣ高知放送・
　　　 高知新聞社会福祉事業団

日  時  �9 月 1 日（火）14 時～
会  場  �新ロイヤルホテル四万十

 （四万十市中村小姓町 26 番地）
対象者  �昭和 51 年に結婚された県内在住の

ご夫婦
※期間以前でも初参加なら可

送  迎  あり
 （12 時 30 分  宿毛文教センター発）

お誕生おめでとう
（令和 8 年 3 月受付分）

住  所

宿毛

赤ちゃん

堀
ほり

　喜
き い ろ

彩

保護者

怜央

ご冥福をお祈りします
（令和 8 年 3 月受付分）

住  所

中央 5 丁目
宿毛
中角
藻津

山奈町山田
中央 6 丁目

※�当コーナーの記事は、家族などからの申し込みにより掲載していま
す。  （敬称略）    

 問  市民課  ☎ 62-1233

享  年

95
96
98
75
103
100

氏  名

宮尾　和子
多松　久子

増田　キクミ
仲野　博

松本　久美
谷坂　登喜子

高知新聞企業
申し込みフォーム

令和 8 年度  宿毛市金婚夫婦表彰式
　高知新聞社など主催の祝福式典に合わせ、宿毛市金婚夫婦表彰式を開催します。

 問  企画課　☎ 62-1255

宿毛市 HP

● �日本史スゴイきょうだい !

楠木 誠一郎　著
講談社

兄・源頼朝にほめられたくてがん
ばったのに、ほめてもらえなかっ
た弟・源義経。仲良くふたりで幕
府を開いたのに、兄・足利尊氏に
だんだん嫌われはじめた弟・足利
直義…。日本史を動かしたスゴイ
きょうだい 11 組を紹介する。

● モンスター・ホテルでリサイクル
柏葉 幸子　作 / 高畠 純　絵

小峰書店

● 今さら聞けない休養の超基本
 疲労ゼロを習慣化する

片野 秀樹　著
朝日新聞出版

休養の目的は、疲労により下がっ
てしまったパフォーマンスをとり
戻し、本来の力を発揮すること。
疲労のメカニズムを解説するとと
もに、運動、栄養、娯楽など、現
代人に最も必要な、目からウロコ
が落ちる休養テクニックを紹介。

● 時の家
鳥山 まこと　著

講談社

坂本図書館新刊だより  問   坂本図書館  ☎ 63-2654
（内容紹介は、㈱図書館流通センター TRC MARC より）
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戸籍に記載する振り仮名の届出  問  市民課　☎ 62-1233
　本籍地が宿毛市の方へ、戸籍に記載予定の振り仮名を令和 7 年 6 月中旬にハガキで通知して
います。振り仮名に誤りがある場合は、届出をお願いします。
※通知に記載された振り仮名が正しければ、届出は不要です。
届出期限  �5 月 25 日（月）（マイナポータルからのオンライン届出は 17 時まで）
届出方法  �● 窓口　● 郵送　● マイナポータル（オンライン届出）

手続場所  ● 中央支所　● 東部支所　● 小筑紫支所　● 沖の島支所
取扱業務  ● カードの交付（来所日の2 日前までに要予約）

 ● 電子証明書の更新・発行　● カードの交付申請
 ● 暗証番号の変更　など

マイナンバーカードに係る手続きは支所でも可能です！

ぜひお近くの
支所をご利用
ください！

 問   市民課  ☎ 62-1233

※交付予約システムでの予約優先のため、予約なしの場合はお待ちいただくことがあります。

場  所  市民課
持参物  ● 申請：公的な身分証明書（運転免許証等）

 ● カード交付：交付通知書（はがき）に記載されている必要書類
 ● 電子証明書の暗証番号不明時：�カードと公的な身分証明書（運転免許証等）

5 月　夜間窓口

マイナンバーカード  夜間・休日窓口  問  市民課　☎ 62-1233

取扱業務  ● カードの交付・申請
 ● 電子証明書の更新・発行
 ● 暗証番号の変更　など

5 月　休日窓口

開設日  14 日（木）
時  間  17 時 15 分～ 19 時

開設日  31 日（日）
時  間  9 時～ 12 時

交付予約
システム

宿毛市地場産品創出補助金  問  企画課　☎ 62-1255
　ふるさと納税を活用して商品の魅力をアップさせたい事業者を募集します。この制度は、ふ
るさと納税で募った寄附金を財源に、新商品開発や機械の導入などについて補助するものです。
完成した商品は返礼品として全国へ届けられます。前向きな挑戦をお待ちしています。
補助内容  �寄附額の 3 割（最大 100％　目標達成時は対象外）
応募期限  �6 月 12 日（金）
　詳細は宿毛市 HP をご覧ください。 宿毛市 HP

宿毛市 HP
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農業者年金の現況届を必ず提出してくださ
い。提出がない場合は、提出されるまでの
間、11 月以降の年金の支払いが止まりま
すのでご注意ください。
対   象  農業者年金を受給している方
用   紙  �5 月末に本人宛に送付
提出期限  6 月 30 日（火）
提出方法  �本人が署名・記入し、農業委員会

へ提出
問   農業委員会　☎ 62-1244

農地の埋め立てや移転、転用などを行うに
は、農業委員会の許可と事前の手続きが必
要です。大切な農地を正しく活用するため、
必ずお手続きをお願いします。詳細はお問
い合わせください。
対   象  �● 引き続き農地として利用

 ● 所有者の変更や貸し借り
 ● 農地以外として転用

問   農業委員会　☎ 62-1244

宿毛市危険老朽空き家
除却事業補助金

空き家の解体費用の一部を補助します。
対   象  �市内の長期間使用されていない個

人の住宅や空き建築物で、老朽化
が著しく危険なもの

補助金額  �解体費用または延べ床面積に 1
平方メートル当たり 15,000 円
を掛けた額のいずれか少ない額の
5 分の 4 以内　※上限 160 万円

募集件数  14 件程度
期   間  �5 月 1 日（金）～ 6 月 30 日（火）

（土・日・祝日を除く）
申   込  都市建設課で配布の申込書を提出

詳細はお問い合わせください。
問   都市建設課　☎ 62-1251

宿毛市立墓地公園の
利用希望者募集

場   所  �宿毛市立墓地公園　1 区画
対   象  ●�宿毛市に本籍か住民登録がある

方
 ●市内に祖先の墓がある方

※�すでに同公園を利用している方、申込者
および代理人が暴力団員の場合は不可

区画面積  7.5㎡
費   用  使用料 500,000 円

 管理料 22,000 円
期   間  �5 月 11 日（月）～ 6 月 10 日（水）

（土・日・祝日を除く）
申   込  環境課で配布の申込書を提出

問   環境課　☎ 62-1252

市営住宅等入居者募集
市営住宅  小森第 2 団地　1 戸（3DK）
改良住宅  �更新手代岡第 1 団地　2 戸（平

屋 3DK）
家   賃  所得・控除により変動

共 益 費  2,000 円　※改良住宅のみ
駐 車 場  �1 台 1,000 円　※改良住宅のみ
期   間  �5 月 12 日（火）～ 25 日（月）

 （土・日・祝日を除く）
申   込  都市建設課で配布の申込書を提出

問   都市建設課　☎ 62-1251

宿毛文教センター臨時休館
宿毛文教センター全館の殺虫消毒を行うた
め、次の日程は入館できません。当日は管
理人を含む職員が終日不在となります。ご
不便をおかけしますが、ご協力をお願いし
ます。
休 館 日  �5 月 18 日（月）
問   中央公民館　☎ 63-2618

市内の全小学校に「歴史館パスポート」を
配布します。提示すると本人と引率の保護
者は何回でも入館無料です。ぜひお越しく
ださい。（市内中学校生徒も持つことがで
きます。お求めの中学生は宿毛歴史館受付
でお申し出ください。）
特   典  �1 日 1 回、シールと「宿毛の人

材 27 人」の缶バッジを 1 つずつ
プレゼント

※なくなり次第終了
場   所  �宿毛文教センター 3 階

 宿毛歴史館
開館時間  8 時 30 分～ 17 時
※月曜日休館、
　月曜日が休日の場合はその翌日
問   宿毛歴史館　☎ 63-5496

不登校の子どものご家族 ･
経験者の会

「不登校について情報交換がしたい」「幡多
地域で気軽に話せる仲間や場所がほしい」
そんな方々が集うコミュニティです。大変
さも喜びも私たちと分かち合いましょう。
日   時  5 月 17 日（日）

 13 時 30 分～ 15 時
場   所  宿毛文教センター 2 階  会議室 3
定   員  10 人

後 援  宿毛市教育委員会
問   虹の会

 代表 中川茉子
 副代表 小谷絢弓
 ☎ 090-2820-6145

問   中央公民館　☎ 63-2618

LINE

Instagram

納付は　口座振替・ コンビニ納付 が便利

固定資産税  1 期

軽自動車税  全期
66 11

納
期
限

（月）// 高知けいば
パルス宿毛

2・3・9・10・16・17・
23・24・30・315月

6・7・13・14・20・21・27・286月

農地転用などには手続きを

歴史館パスポートで
宿毛歴史館に行こう！

現況届は忘れずに提出を
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障害のある子どもやきょうだい児が遊びを
通して体験や交流ができ、保護者も情報交
換できる場です。
日 時  5 月 9 日（土）10 時～ 11 時 30 分
場 所  正和隣保館　参加費  無料
内 容  音楽療法士と楽しむ音楽あそび
講 師  山﨑 純代 さん
対 象  �18 歳未満の障害のある子どもやその

きょうだい児・保護者
申 込  必須　 定 員  20 名程度
※子どもだけの参加はできません。
主  催 （特非）じんけんネットすくも
後  援 宿毛市
問 手代岡児童館　☎ 66-0756

「発見『人材のさと』缶バッジづくり」を
体験してみませんか。館内で展示している
宿毛の人材を選んで、人材のイラスト入り
缶バッジを作れます。
※�龍馬パスポートを持っていない方も体験可能
場 所  宿毛文教センター 3 階 宿毛歴史館
時 間  8 時 30 分～ 15 時 30 分　当日受付可
※月曜日休館、月曜日が休日の場合はその翌日
利用料  300 円
問   宿毛歴史館　☎ 63-5496

缶バッジを作ろう！

しげちゃんち
～障害のある子どもと
その家族みんなで楽しもう～

5
9 土

LINEでの
申し込みも
受け付けます。

▼

日 時  5 月 20 日（水）
 8 時入港　19 時出港

場 所  宿毛湾港新港岸壁
 すくも 84 ターミナル

内 容  ● 飲食エリア　● 特産品の販売
出港時はトワイライトエクスプレスの演
奏などでお見送りする予定です。
※�天候などにより寄港スケジュールの変更や

寄港できない場合があります。
問 企画課　☎ 62-1255

バイキング・エデン
寄港

5
20 水

好きな大きさ、色を確認して梅の実の収穫
をしてみませんか。

【梅狩り期間】
● 5 月 31 日（日） 9 時～ 14 時
● 6 月 1 日（月）～ 6 日（土） 
11 時～ 14 時

場 所  楠山梅園（橋上町楠山）
料 金  200 円 /kg
※梅がなくなり次第終了
※小雨決行
問   山里の家  ☎ 64-7037

梅狩り祭り5 31 日

こうち旅ネット

高知県龍馬パスポートの体験プログラムが
宿毛歴史館に増えました
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山田美緒さん
トークライブ

6
6 土

ルワンダで貧困にあえぐシングルマザーの
支援を行っている山田美緒さんによる、笑
いと涙のトークライブを開催します。チャ
リティー募金、手作り小物販売あり。
日 時  6 月 6 日 ( 土 ) 

 14 時〜 15 時 30 分
 （開場：13 時 30 分）

場 所  宿毛文教センター 1 階 多目的ホール
参加費  無料　 申 込  必須
講 師  山田 美緒 さん
主  催 国際ソロプチミスト幡多高知
後  援 宿毛市教育委員会
問   国際ソロプチミスト幡多高知

  白木　☎ 090-7626-1583
 下元　☎ 090-8695-4069
 ✉　ks-kaoru@trust.ocn.ne.jp

６月１日は「人権擁護委員の日」です。
市では 7 名の人権擁護委員が無料人権相談のほ
か、学校や保育園等での「人権の花運動」など、
日頃からさまざまな啓発活動を行っています。
この機会に、改めて人権の大切さについて考え
てみませんか。

人権擁護委員の日
6 1 月

シティポップ☆ディスコ
CITY POP DISCO

6
7 日

昭和からバブル期の音楽を楽しむダンスイ
ベントです。踊らなくても聴くだけ OK ！
日 時  6 月 7 日（日） 14 時〜

 （開場：13 時 30 分）
場 所  宿毛文教センター 1 階 多目的ホール
参加費  1,000 円　 申 込  不要
※水分補給用の飲み物は蓋付きの容器で持参可
出 演  DJ：国常 章人 さん・山岡 拓也 さん

 音響 : 門脇 秀範 さん
主  催 さくらの里 すくも音楽祭実行委員会
後  援 宿毛市教育委員会
問   さくらの里 すくも音楽祭実行委員会

 石崎 友隆　☎ 080-5453-0279

日 時  6 月 1 日（月）17 時 30 分～
場 所  フジ宿毛店
内 容  啓発グッズの配布
問   人権推進課　☎ 62-1258



第
１
回
（
３
月
）
定
例
会
日
程

３
月
２
日（
月
）
　
　
本
会
議
　
開
会

 
 

　
　
行
政
方
針
の
表
明
、

 
 

　
　
議
案
上
程
、

 
 

　
　
提
案
理
由
の
説
明

 

３
日（
火
）
　
　
休
　
会
　
議
案
等
精
査

 

４
日（
水
）
　
　
休
　
会
　
議
案
等
精
査

 

５
日（
木
）
　
　
休
　
会
　
議
案
等
精
査

 

６
日（
金
）
　
　
休
　
会
　
議
案
等
精
査

 

７
日（
土
）
　
　
休
　
日

 

８
日（
日
）
　
　
休
　
日
　

 

９
日（
月
）
　
　
本
会
議
　
一
般
質
問

 

１０
日（
火
）
　
　
本
会
議
　
一
般
質
問

 

１１
日（
水
）
　
　
本
会
議
　
一
般
質
問
・
議
案
質
疑

 

１２
日（
木
）
　
　
休
　
会
　
委
員
会
審
査（
総
務
文
教
）

 

１３
日（
金
）
　
　
休
　
会
　
委
員
会
審
査（
産
業
厚
生
）

 

１４
日（
土
）
　
　
休
　
日

 

１５
日（
日
）
　
　
休
　
日
　

 

１６
日（
月
）
　
　
休
　
会
　
委
員
会
審
査（
総
務
文
教
）

 

１７
日（
火
）
　
　
休
　
会
　
委
員
会
審
査（
産
業
厚
生
）

 

１８
日（
水
）
　
　
休
　
日
　

 

１９
日（
木
）
　
　
休
　
会
　
委
員
会
審
査（
予
算
決
算
）

 

２０
日（
金
・
祝
）
休
　
会
　
　

 

２１
日（
土
）
　
　
休
　
日

 

２２
日（
日
）
　
　
休
　
日

 

２３
日（
月
）
　
　
休
　
会
　
　

 

２４
日（
火
）
　
　
休
　
会

 

２５
日（
水
）
　
　
本
会
議
　
委
員
長
報
告
、
質
疑
、

 
 

　
　
討
論
、
表
決
、
閉
会

　
令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
２
日
に
開
会
し
、

２４
日
間
の
会
期
で
３
月
２５
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第129号

議
案
の
主
な
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算

当
　
初
　
予
　
算

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

専
決
処
分
２
件
、「
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
」、「
監
査
委
員

の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
」
の
人
事
議
案
２
件
、

「
令
和
８
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計

予
算
」
な
ど
予
算
議
案
２２
件
、「
宿

毛
市
債
権
管
理
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」、「
宿
毛
市
手
話
言
語
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
」、「
宿
毛
市
犯

罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
」
な
ど
条
例
議
案
１５
件
、

「
宿
毛
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
」
な
ど
そ

の
他
議
案
３
件
の
合
計
４４
議
案
で

あ
り
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
、
承
認
、
同
意
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

９
日
、
１０
日
、
１１
日
に
行
わ
れ
、

１０
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し

た
。
ま
た
、
１１
日
に
は
議
案
に
対

す
る
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
５
号
）

　
令
和
７
年
度
補
正
予
算
は
、
３

億
４
５
８
６
万
８
千
円
が
減
額
さ

れ
、
総
額
で
１
５
５
億
１
７
６
２

万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
１４
号
）

　
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

総
額
１
６
１
億
８
６
２
６
万
９
千

円
で
前
年
度
よ
り
１５
億
１
１
７
４

万
３
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
詳
細
は
２３
ペ
ー
ジ
を
ご
参

照
下
さ
い
。）

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
防
災
用
井
戸
整
備
事
業

…
…
…
…
…
８
０
５
万
５
千
円

○
多
機
能
型
災
害
対
応
ト
イ
レ
設

備
整
備
事
業

…
…
…
…
３
７
０
４
万
８
千
円

○
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助
成
事

業…
…
…
…
…
…
…
１
０
０
万
円



○
犯
罪
被
害
者
等
見
舞
金
給
付
事

業…
…
…
…
…
…
…
…
…
３０
万
円

○
宿
毛
市
農
林
漁
業
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

…
…
…
…
…
…
２
０
５
０
万
円

○
宿
毛
市
観
光
事
業
包
括
運
営
業

務
委
託

…
…
…
…
４
８
７
８
万
９
千
円

○
道
の
駅
す
く
も
サ
ニ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク
遊
具
設
置
工
事
費

…
…
…
…
１
５
３
０
万
７
千
円

○
消
防
団
詰
所
建
築
事
業
（
和
田

分
団
詰
所
建
築
事
業
）

…
…
…
１
３
７
１
万
７
千
円

○
西
地
区
学
校
建
設
設
計
業
務
委

託
料

…
…
…
…
…
…
４
３
５
０
万
円

○
部
活
動
地
域
展
開
等
推
進
事
業

…
…
…
…
…
２
８
４
万
４
千
円

○
小
学
校
給
食
費
負
担
軽
減
事
業

…
…
…
…
５
１
０
２
万
４
千
円

◎
議
案
第
２６
号
「
宿
毛
市
債
権
管

理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

　
本
市
の
保
有
す
る
全
て
の
債
権

の
管
理
に
つ
い
て
、
統
一
的
な
基

準
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

負
担
の
公
平
性
を
確
保
し
、
か
つ
、

健
全
な
財
政
運
営
に
資
す
る
た
め
、

本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
２７
号
「
宿
毛
市
手
話
言

語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

　
手
話
が
言
語
で
あ
る
と
の
認
識

に
基
づ
き
、
手
話
に
対
す
る
市
民

の
理
解
の
促
進
及
び
手
話
の
普
及

に
関
し
基
本
理
念
を
定
め
、
全
て

の
市
民
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
地

域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
本
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。
　
　

◎
議
案
第
２８
号
「
宿
毛
市
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」

　
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の

保
護
を
図
る
た
め
の
基
本
理
念
を

定
め
、
市
、
市
民
及
び
事
業
者
の

責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
犯
罪
被
害
者
等
が
受
け

た
被
害
の
軽
減
及
び
回
復
を
図
り
、

も
っ
て
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

◎
議
案
第
３０
号
「
宿
毛
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
」

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
賃
の

一
部
を
改
正
す
る
た
め
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
３３
号
「
宿
毛
市
特
別
会

計
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
」

　
宿
毛
駅
東
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
の
起
債
償
還
が
完
了
し
た
こ

と
に
伴
い
、
当
該
事
業
に
係
る
特

別
会
計
を
廃
止
し
、
そ
の
権
利
義

務
を
一
般
会
計
に
承
継
さ
せ
る
た

め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

◎
議
案
第
３４
号
「
宿
毛
市
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
住
民
利
用
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
」

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
料
金
改

定
等
に
あ
わ
せ
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
利
用
料
金
を
改
正
す
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◎
議
案
第
３５
号
「
宿
毛
市
立
公
民

館
使
用
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
」

　
中
央
公
民
館
の
使
用
料
の
還
付

に
関
す
る
規
定
を
新
た
に
設
け
る

た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
３６
号
「
宿
毛
市
立
宿
毛

歴
史
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
」

　
宿
毛
歴
史
館
に
お
い
て
、
缶
バ
ッ

ジ
づ
く
り
等
を
行
う
場
合
の
利
用

料
に
つ
い
て
の
規
定
を
新
た
に
設

け
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
３７
号
「
宿
毛
市
火
入
れ

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
」

　
林
野
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る

た
め
、
火
入
れ
の
許
可
の
基
準
を

見
直
す
と
と
も
に
、
気
象
状
況
に

応
じ
た
火
入
れ
の
制
限
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
行
う
た
め
、
本
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
３８
号
「
宿
毛
市
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
」

　
災
害
発
生
時
等
に
お
い
て
、
地

元
業
者
の
み
で
は
対
応
が
困
難
な

場
合
に
、
他
の
水
道
事
業
者
が
指

定
し
た
事
業
者
に
よ
る
復
旧
参
加

を
可
能
と
す
る
た
め
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

条
　
　
例

◎
議
案
第
４１
号
「
宿
毛
市
過
疎
地

域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
」　

　
現
計
画
が
令
和
７
年
度
ま
で
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に

令
和
８
年
度
か
ら
５
年
間
の
計
画

を
策
定
す
る
た
め
、
過
疎
地
域
の

持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特

別
措
置
法
第
８
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

◎
議
案
第
４２
号
「
市
道
路
線
の
変

更
に
つ
い
て
」　

　「
市
道
新
田
１
号
線
」
に
つ
い
て
、

道
路
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定
に

よ
り
、
市
道
の
路
線
を
変
更
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　
次
の
人
事
議
案
を
全
会
一
致
を
も
っ
て
同
意
し
ま
し
た
。

○
議
案
第
３
号
　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
秋
場
　
尚
誉（
あ
き
ば
　
の
ぶ
よ
）
氏
（
再
任
）

○
議
案
第
４
号
　
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
山
陸
　
裕
治（
や
ま
り
く
　
ゆ
う
じ
）
氏
（
新
任
）

▼

人

 

事

 

案

 

件

▲

そ
　

の
　

他



議案番号 件　　　　　　　　　　　　名 議決結果

専決処分した事件の承認について

専決処分した事件の承認について

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

監査委員の選任につき同意を求めることについて

令和７年度宿毛市一般会計補正予算について

令和８年度宿毛市一般会計予算について

宿毛市債権管理条例の制定について

宿毛市手話言語条例の制定について

宿毛市犯罪被害者等支援条例の制定について

宿毛市課設置条例の一部を改正する条例について

宿毛市コミュニティバスの運行に関する条例の一部を改正する条例について

証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例について

宿毛市一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

宿毛市特別会計設置条例の一部を改正する条例について

宿毛市スクールバスの住民利用に関する条例の一部を改正する条例について

宿毛市立公民館使用条例の一部を改正する条例について

宿毛市立宿毛歴史館条例の一部を改正する条例について

宿毛市火入れに関する条例の一部を改正する条例について

宿毛市水道事業給水条例の一部を改正する条例について

宿毛市過疎地域持続的発展計画の策定について

市道路線の変更について

令和８年度宿毛市一般会計補正予算について

財産の取得について（追認）

令和７年度各特別会計（国民健康保険事業・へき地診療事業・定期船事業・
特別養護老人ホーム・学校給食事業・介護保険事業・土地区画整理事業・後
期高齢者医療）補正予算について

令和８年度各特別会計（国民健康保険事業・へき地診療事業・定期船事業・
特別養護老人ホーム・学校給食事業・国民宿舎運営事業・幡多西部介護認定
審査会・介護保険事業・後期高齢者医療）、水道事業会計及び下水道事業会
計の予算について

宿毛都市計画事業宿毛駅前地区土地区画整理事業施行規程を廃止する条例に

ついて

宿毛都市計画事業宿毛駅東地区土地区画整理事業施行規程に関する条例を廃

止する条例について

承　　認

承　　認

同　　意

同　　意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

（定例会）

第１号

第２号

第３号

第４号

第５号

第６号

第１３号

第１４号

第１５号

第２５号

第２６号

第２７号

第２８号

第２９号

第３０号

第３１号

第３２号

第３３号

第３４号

第３５号

第３６号

第３７号

第３８号

第３９号

第４０号

第４１号

第４２号

第４３号

第４４号

◆  提 出された議案等  ◆

〜

〜



市市政政ののそそここがが聞聞ききたたいい!! !!市政のそこが聞きたい! !

﹇
質
問
順
位
に
よ
る
﹈

　
第
１
回（
３
月
）定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
９
日
、

１０
日
、１１
日
の
３
日
間
に
１０
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

A
　
本
市
の
体
育
館
に
お
け
る
夏

季
の
授
業
・
部
活
動
の
実
施
状
況
、

過
去
の
熱
中
症
発
生
件
数
、
教
育

委
員
会
の
危
機
認
識
を
問
う
。

B
　
体
育
館
や
校
庭
を
使
用
す
る

際
は
、
電
子
式
暑
さ
指
数
計
で
Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
を
測
定
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
る
。
過

去
３
年
間
で
熱
中
症
は
３０
件
発
生

し
た
が
、
い
ず
れ
も
適
切
な
初
期

対
応
で
重
症
化
は
な
い
。
し
か
し

体
育
館
内
の
リ
ス
ク
は
高
く
、
猛

暑
の
深
刻
化
を
踏
ま
え
、
熱
環
境

改
善
は
早
急
に
必
要
と
認
識
し
て

い
る
。

A
　
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
や
断

熱
遮
熱
対
策
の
設
置
時
期
、
現
時

点
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

B
　
令
和
８
年
度
か
ら
小
学
校
の

特
別
教
室
へ
の
空
調
設
置
を
こ
の

３
月
に
発
注
予
定
で
、
令
和
８
年

度
中
に
小
学
校
を
終
了
し
、
国
の

予
算
の
動
向
に
も
よ
る
が
、
令
和

９
年
度
に
は
中
学
校
の
特
別
教
室

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
終
え
た
い

と
考
え
て
い
る
。
体
育
館
へ
の
空

調
導
入
に
つ
い
て
は
、
時
期
や
設

置
す
る
学
校
な
ど
現
時
点
で
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
な
い
。

A
　
市
民
を
守
る
防
災
拠
点
と
し

て
機
能
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
空

調
と
断
熱
の
整
備
を
急
ぐ
べ
き
で

は
な
い
か
問
う
。

B
　
災
害
時
に
は
指
定
避
難
所
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
施
設
で

あ
り
、
避
難
所
と
し
て
の
機
能
強

化
を
図
る
防
災
の
観
点
も
含
め
、

な
る
べ
く
早
く
空
調
設
備
を
導
入

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

A
　
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン

と
い
う
、
現
世
代
だ
け
で
な
く
仮

想
将
来
世
代
の
視
点
も
取
り
入
れ

た
政
策
形
成
に
つ
い
て
所
見
を
問

う
。

B
　
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン

は
将
来
世
代
の
視
点
か
ら
現
在
の

政
策
を
問
い
直
す
考
え
方
で
あ
り
、

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
は
理
想
の
未
来

像
か
ら
逆
算
し
て
現
在
の
取
り
組

み
を
考
え
る
手
法
で
あ
る
。
全
分

野
へ
一
律
に
導
入
す
る
の
で
は
な

く
、
必
要
な
政
策
テ
ー
マ
を
選
択

し
、
市
民
と
将
来
世
代
の
視
点
を

共
有
す
る
対
話
の
場
を
設
け
る
こ

と
が
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
本
市
に
適
し
た
活
用
方
法
を

検
討
し
て
い
く
。

A
　
本
市
で
も
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・

デ
ザ
イ
ン
を
政
策
立
案
に
取
り
入

れ
る
組
織
整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
長
の
所
見
を
問
う
。

B
　
将
来
の
子
ど
も
た
ち
が
よ
り

多
く
の
選
択
肢
を
持
て
る
よ
う
、

今
の
政
策
が
２０
年
、
５０
年
先
に
評

価
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
財
政
負
担

に
つ
い
て
も
将
来
世
代
に
過
度
な

負
担
を
残
さ
ぬ
よ
う
慎
重
に
進
め

た
い
。
矢
巾
町
の
未
来
戦
略
室
は

先
進
事
例
と
し
て
承
知
し
て
い
る

が
、
本
市
で
は
新
た
な
専
任
組
織

を
設
け
る
の
で
は
な
く
、
既
存
の

組
織
体
制
の
中
で
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・

デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
取
り
入
れ
、

柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。
非
常
に

大
切
な
視
点
で
あ
り
、
し
っ
か
り

と
取
り
入
れ
活
用
し
て
い
き
た
い
。

A
　
宿
毛
市
は
人
事
評
価
基
準
等

が
未
整
備
で
、
評
価
の
本
人
通
知

や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
不
十
分
で

あ
る
。
職
員
給
与
条
例
と
勤
勉
手

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ

イ
ン
の
積
極
的
な
活
用

に
つ
い
て

今城 　隆 議員

野々下 昌文 議員

小
中
学
校
の
熱
中
症
対

策
に
つ
い
て

人
事
評
価
制
度
の
適
正

運
用
に
つ
い
て



当
も
整
合
し
て
い
な
い
。
今
後
の

是
正
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
評
価
の
本
人
通
知
と
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
は
現
在
実
施
し
て
い
る
。

人
事
評
価
実
施
規
程
と
評
価
基
準

は
、
令
和
８
年
１０
月
を
め
ど
に
策

定
す
る
。
給
与
条
例
の
改
正
は
令

和
８
年
中
の
定
例
会
で
対
応
し
た

い
。
成
績
率
に
基
づ
く
勤
勉
手
当

の
支
給
は
、
令
和
９
年
度
支
給
の

反
映
を
め
ざ
す
。

A
　
宇
須
々
木
、
鵜
来
島
戦
争
遺

跡
の
重
要
性
や
保
存
状
態
を
問
う
。

B
　
宿
毛
湾
は
大
艦
隊
の
停
泊
に

適
し
、
大
正
１０
年
か
ら
昭
和
１７
年

に
か
け
て
多
く
の
艦
隊
が
入
港
し
、

戦
艦
大
和
の
航
行
試
験
で
も
知
ら

れ
る
。

　
宇
須
々
木
は
艦
隊
の
訓
練
を
支

え
る
港
と
し
て
、
昭
和
８
年
頃
か

ら
旧
帝
国
海
軍
の
航
空
隊
が
常
駐

し
、
戦
況
が
悪
化
し
た
昭
和
２０
年

に
は
、
第
２１
突
撃
隊
の
本
部
と
第

８
特
攻
戦
隊
の
司
令
部
が
置
か
れ
、

豊
後
水
道
全
域
の
防
衛
拠
点
の
役

割
を
担
っ
て
い
た
。

　
宇
須
々
木
戦
争
遺
跡
は
、
貯
油

庫
、
魚
雷
調
整
壕
や
避
難
壕
、
飛

行
艇
の
駐
機
場
、
海
へ
の
上
げ
下

ろ
し
ス
ロ
ー
プ
、
誘
導
灯
の
柱
や
、

内
陸
の
円
形
貯
水
池
な
ど
が
比
較

的
良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
お

り
、
当
時
の
軍
事
施
設
を
知
る
上

で
極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

　
鵜
来
島
戦
争
遺
跡
は
、
太
平
洋

戦
争
開
戦
時
に
豊
後
水
道
の
防
衛

拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
竜
頭

山
山
頂
に
砲
台
３
基
、
探
照
灯
、

測
距
儀
、
弾
薬
庫
、
山
中
に
は
潜

水
艦
を
探
索
す
る
防
備
衛
所
、
係

哨
施
設
跡
が
点
在
し
、
島
全
体
が

要
塞
化
さ
れ
て
い
た
当
時
の
緊
張

感
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
貴
重
な
遺
産
は
見
学
で
き
る
状

態
に
あ
る
。

A
　
教
育
や
地
域
活
性
化
の
活
用

可
能
性
を
問
う
。

B
　
戦
争
遺
跡
は
、
当
時
の
人
々

の
生
活
や
思
い
を
具
体
的
に
想
像

さ
せ
る
貴
重
な
教
材
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
活
用
は
学
習
指
導
要
領
の

趣
旨
に
も
合
致
す
る
。

　
戦
争
遺
跡
を
素
材
に
し
た
歴
史

観
光
、
教
育
ル
ー
ト
と
し
て
確
立

で
き
れ
ば
、
他
の
観
光
資
源
と
連

携
し
た
滞
在
型
誘
客
に
つ
な
げ
ら

れ
る
と
考
え
る
。

　
鵜
来
島
砲
台
は
、
登
山
道
整
備

や
維
持
管
理
、
ガ
イ
ド
育
成
、
調

査
研
究
や
資
料
展
示
な
ど
に
課
題

が
残
る
が
、
今
後
も
観
光
資
源
へ

の
活
用
研
究
を
進
め
た
い
。

A
　
戦
争
遺
跡
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
長
に
問
う
。

B
　
平
和
・
歴
史
学
習
を
テ
ー
マ

と
し
た
教
育
旅
行
や
、
歴
史
に
触

れ
る
観
光
拠
点
と
し
活
用
し
た
い
。

　
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
目
的
を

大
切
に
し
て
、
観
光
資
源
と
し
て

確
立
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
な
ど
、

市
民
が
主
体
的
に
関
わ
る
仕
組
み

づ
く
り
も
重
要
と
考
え
て
お
り
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
、
市
と
し
て
関

わ
れ
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

A
　
義
務
教
育
９
年
間
を
一
貫
し

た
視
点
で
支
え
る
小
中
一
体
型
施

設
を
西
地
区
高
台
に
も
整
備
す
る

こ
と
が
、
教
育
環
境
の
充
実
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
見
解
を
問

う
。

B
　
地
域
の
実
情
、
将
来
の
学
校

規
模
を
見
据
え
た
、
よ
り
柔
軟
で

持
続
可
能
な
教
育
環
境
の
構
築
が

必
要
で
あ
る
。
現
在
の
本
市
の
出

生
数
を
基
に
、
将
来
的
な
児
童
生

徒
の
推
移
を
試
算
し
た
結
果
、
小

中
一
体
型
施
設
を
建
設
し
た
場
合
、

か
え
っ
て
適
正
な
学
校
規
模
を
維

持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
今
回

の
再
編
計
画
案
で
は
、
学
校
の
施

設
の
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
義
務

教
育
の
９
年
間
を
見
通
し
た
系
統

的
な
教
育
活
動
に
よ
り
、
教
育
効

果
を
高
め
る
小
中
連
携
教
育
を
市

内
全
域
で
推
進
し
、
今
後
の
少
子

化
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
、
学
校

規
模
は
、
小
学
校
で
は
１
学
年
２０

人
程
度
の
単
式
学
級
、
中
学
校
は

１
学
年
２
学
級
以
上
の
学
校
規
模

を
基
本
と
し
て
い
る
。
再
編
計
画

案
で
は
、
咸
陽
小
学
校
と
大
島
小

学
校
を
統
合
の
う
え
、
市
役
所
東

の
山
林
を
造
成
し
、
移
転
す
る
計

画
と
し
て
お
り
、
片
島
中
学
校
は

今
後
学
校
規
模
が
一
定
以
下
と
な
っ

た
際
に
統
合
を
検
討
す
る
。

A
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
述
の

欄
に
は
高
台
へ
の
移
転
を
求
め
る

切
実
な
意
見
が
多
数
あ
り
、
命
の

安
全
を
求
め
る
保
護
者
の
本
音
が

表
れ
て
い
る
。
こ
の
声
を
重
く
受

け
止
め
て
再
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
を
問
う
。

B
　
出
生
数
の
減
少
を
見
据
え
た

中
で
、
片
島
中
学
校
だ
け
で
は
将

来
的
に
学
校
規
模
を
維
持
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
統

合
に
よ
る
対
応
が
最
善
で
あ
る
と

判
断
し
た
。

　
今
後
に
お
い
て
も
生
徒
数
の
推

移
を
見
極
め
、
保
護
者
、
地
域
の

方
々
と
協
議
す
る
中
で
学
校
再
編

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

A
　
片
島
中
学
校
学
校
運
営
協
議

会
よ
り
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、
署

名
活
動
も
実
施
し
、
多
く
の
方
々

の
署
名
が
集
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

切
実
な
声
を
計
画
案
や
見
直
し
に

反
映
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
問
う
。

B
　
地
域
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
達

の
安
心
安
全
な
教
育
環
境
の
確
保

を
強
く
望
ま
れ
て
い
る
表
れ
で
あ

り
、
大
変
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

地
域
の
意
見
、
要
望
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
引
き
続
き
丁
寧
な
説
明

と
協
議
を
重
ね
て
参
り
た
い
。

A
　
本
市
の
津
波
浸
水
区
域
内
に

あ
る
全
て
の
学
校
が
被
災
し
た
場

合
、
児
童
生
徒
の
学
校
生
活
は
ど

の
よ
う
に
維
持
す
る
の
か
具
体
的

な
対
応
は
策
定
さ
れ
て
い
る
の
か

問
う
。

B
　
発
災
後
は
学
校
が
避
難
場
所

と
な
り
、
通
常
の
学
校
再
開
に
は

堀　 　景 議員

戦
争
遺
跡
を
生
か
し
た

地
域
活
性
に
つ
い
て

宿
毛
市
立
小
中
学
校
再

編
計
画
に
つ
い
て



一
定
の
期
間
が
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
本
市
で

は
発
災
後
の
復
興
の
姿
を
見
据
え
、

事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
市
全
体
の
取
り

組
み
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
教
育
環
境
の
早
期
再
開
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

A
　
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
に
対
す

る
本
市
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ

い
て
問
う
。

B
　
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
、
脱
炭
素

社
会
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上

を
目
指
す
中
で
、
平
成
２４
年
の
国

の
固
定
価
格
買
取
制
度
の
開
始
以

降
、
設
置
が
増
大
し
た
が
、
土
砂

崩
れ
や
落
水
の
流
出
、
近
隣
住
民

と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
的
に
問
題

と
な
っ
た
。
本
市
に
お
い
て
は
、

国
の
方
針
や
法
令
に
沿
い
な
が
ら
、

隙
間
と
な
る
部
分
を
条
例
で
カ
バ
ー

し
、
市
民
の
安
心
安
全
を
最
優
先

に
対
応
を
行
う
。

　
な
お
、
国
は
適
正
な
太
陽
光
発

電
の
設
置
を
前
提
と
し
て
普
及
推

進
の
方
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

市
と
し
て
も
住
民
の
安
心
安
全
を

確
保
し
た
う
え
で
、
適
正
な
設
置

の
推
進
に
協
力
し
て
い
く
。

A
　
旧
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
旧
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
今

後
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
可
能
で
あ
れ
ば
現
状
の
ま

ま
売
却
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
土
地
建
物
の
面

積
も
小
さ
く
な
く
、
施
設
は
築
４０

年
を
経
過
し
て
お
り
、
物
件
の
形

状
か
ら
も
簡
単
に
買
い
手
が
見
つ

か
ら
な
い
現
状
で
あ
る
。
旧
施
設

と
な
っ
た
他
の
公
共
施
設
と
同
様

に
、
決
し
て
管
理
が
行
き
届
い
て

い
る
状
況
と
は
言
い
難
い
状
況
で

は
あ
る
が
、
そ
の
様
な
状
態
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
現
在
、
月
に
複

数
回
セ
ン
タ
ー
職
員
が
現
地
に
行

き
、
内
外
の
確
認
や
周
辺
の
整
備
、

清
掃
等
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
利
活

用
方
法
が
決
定
す
る
ま
で
の
間
、

不
定
期
と
は
な
る
が
、
施
設
の
清

掃
作
業
を
含
め
、
周
辺
住
民
の
皆

さ
ん
の
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ
う
管

理
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

A
　
完
成
予
定
時
期
と
な
る
２
０

３
５
年
の
児
童
予
測
数
を
問
う
。

B
　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
が
公
表
し
て
い
る
地
域
別

将
来
推
計
人
口
に
お
い
て
は
、

２
０
３
５
年
度
の
宿
毛
市
全
体
の

階
層
で
は
、
５
歳
か
ら
１４
歳
ま
で

の
階
層
人
口
は
７
４
０
人
と
推
計

数
値
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

数
値
を
も
と
に
生
徒
数
の
割
合
で

試
算
し
た
結
果
、
大
島
小
学
校
が

４９
名
、
咸
陽
小
学
校
は
８６
名
、
合

計
で
１
３
５
人
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。

A
　
小
学
校
建
設
に
係
る
事
業
費

に
つ
い
て
問
う
。

B
　
西
地
区
の
高
台
の
小
学
校
の

建
設
に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

土
地
造
成
に
お
い
て
は
、
造
成
の

仕
方
に
応
じ
て
２０
億
４
０
０
０
万

円
か
ら
３２
億
４
０
０
０
万
円
の
概

算
工
事
費
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、

校
舎
等
の
建
築
工
事
費
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
の
関
連
施
設
の
み
の

建
設
工
事
費
は
約
３８
億
円
と
な
っ

て
お
り
、
土
地
の
造
成
費
、
校
舎

の
建
築
費
を
合
わ
せ
た
総
事
業
費

と
し
て
は
、
６０
億
円
か
ら
７０
億
円

規
模
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。

A
　
地
域
の
担
い
手
確
保
の
一
環

と
し
て
、
職
員
の
産
業
支
援
や
地

域
貢
献
活
動
へ
の
副
業
、
兼
業
の

明
確
な
許
可
基
準
を
設
計
す
べ
き

と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

B
　
地
域
の
担
い
手
不
足
が
深
刻

化
す
る
中
、
職
員
が
産
業
支
援
や

地
域
貢
献
活
動
に
関
わ
る
こ
と
の

意
義
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。
現

時
点
で
は
個
別
の
申
請
対
応
を
行
っ

て
お
り
、
許
可
基
準
や
申
請
手
続

き
、
公
益
性
の
判
断
基
準
な
ど
の

整
理
に
つ
い
て
、
他
市
町
村
の
導

入
状
況
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

A
　
記
録
的
な
少
雨
の
影
響
に
つ

い
て
問
う
。

B
　
本
市
の
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
少
雨
の
影
響
は
少
な
く
節
水

等
の
対
応
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

少
雨
の
影
響
を
受
け
た
地
域
と
し

て
把
握
し
て
い
る
も
の
に
草
木
薮

地
域
が
あ
り
、
２
世
帯
が
谷
水
を

取
水
し
て
生
活
用
水
と
し
て
利
用

し
て
い
る
中
、
谷
水
の
水
量
が
減

少
し
枯
渇
し
そ
う
な
状
況
で
あ
る

と
の
情
報
を
受
け
、
直
ち
に
現
地

を
確
認
し
、
消
防
の
ポ
ン
プ
車
に

よ
る
給
水
体
制
を
整
え
る
な
ど
の

準
備
を
行
っ
た
。
そ
の
後
ま
と
ま
っ

た
降
雨
が
あ
り
水
量
が
一
定
程
度

回
復
し
た
た
め
、
実
際
に
は
給
水

活
動
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
引
き

続
き
状
況
を
注
視
し
て
い
る
。

A
　
西
地
区
の
水
道
水
の
濁
り
に

つ
い
て
、
発
生
原
因
の
把
握
、
濁

り
が
頻
発
し
て
い
る
箇
所
の
対
応

は
検
討
し
て
い
る
か
。

B
　
今
回
の
濁
り
は
、
高
砂
地
区

で
の
水
道
管
布
設
替
え
工
事
に
お
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井上 　将 議員

公
務
員
の
副
業
と
兼
業

に
つ
い
て

太
陽
光
発
電
施
設
に
つ

い
て

旧
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

西
地
区
小
学
校
建
設
に

つ
い
て

生
活
用
水
に
つ
い
て



浦尻 学典 議員

け
る
断
水
作
業
に
よ
り
水
の
流
れ

が
変
わ
っ
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か

し
、
予
想
以
上
に
広
範
囲
に
広
が
っ

た
こ
と
や
工
事
現
場
か
ら
離
れ
た

場
所
で
も
濁
り
が
発
生
し
た
こ
と

な
ど
、
複
数
の
要
因
が
重
な
り
合

い
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。
現
在
の
管
路
の
布
設
替

え
に
つ
い
て
は
、
老
朽
管
か
ら
順

次
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
特

に
濁
り
や
漏
水
が
多
く
発
生
し
て

い
る
箇
所
を
優
先
的
に
進
め
て
い

る
。

A
　
水
道
料
金
の
見
直
し
案
の
内

容
を
問
う
。

B
　
人
口
減
少
等
に
よ
る
料
金
収

入
の
減
少
に
加
え
、
施
設
の
老
朽

化
対
策
や
近
年
の
物
価
高
騰
に
よ

る
更
新
費
用
の
増
加
に
よ
り
、
経

営
状
況
が
一
層
厳
し
さ
を
増
す
見

込
み
で
あ
り
、
下
水
道
事
業
も
令

和
６
年
度
決
算
で
は
使
用
料
で
回

収
す
べ
き
経
費
の
回
収
率
が
約
５０

％
で
、
残
り
を
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
で
補
填
し
て
い
る
た
め
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
の
観
点
か

ら
上
下
水
道
と
も
料
金
の
見
直
し

が
必
要
と
判
断
し
た
。
令
和
８
年

４
月
よ
り
公
営
事
業
審
議
会
に
諮

問
し
、
審
議
を
重
ね
て
い
く
。
改

定
案
と
し
て
は
、
令
和
９
年
度
及

び
令
和
１４
年
度
で
そ
れ
ぞ
れ
２５
％

の
料
金
引
上
げ
を
検
討
し
て
お
り
、

水
道
・
下
水
道
事
業
と
も
に
一
般

的
な
家
庭
で
令
和
９
年
度
は
月
額

約
４
１
０
円
、
令
和
１４
年
度
で
さ

ら
に
月
額
約
５
０
０
円
の
上
昇
見

込
み
と
な
る
。

A
　
地
方
に
お
い
て
農
業
、
漁
業
、

介
護
等
あ
ら
ゆ
る
業
種
、
産
業
を

支
え
る
た
め
外
国
人
の
方
々
が
必

要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
が
、
本

市
に
お
け
る
現
状
、
対
応
に
つ
い

て
問
う
。

B
　
人
口
減
少
が
続
く
本
市
に
お

い
て
、
外
国
人
の
方
々
は
、
担
い

手
、
労
働
力
と
し
て
ま
す
ま
す
重

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
県
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
言
葉
や
生
活

習
慣
の
壁
に
よ
る
不
安
を
解
消
で

き
る
よ
う
相
談
窓
口
の
周
知
、
受

入
れ
企
業
の
実
態
把
握
に
努
め
、

安
心
し
て
働
き
、
生
活
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
も
連
携

を
深
め
、
互
い
の
文
化
を
尊
重
し

合
え
る
多
文
化
共
生
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
、
全
庁
一
体
と
な
っ
て
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

災
害
・
防
災
の
面
で
も
多
言
語
化

さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
製
等
、

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
つ
い
て
も
充
実
、

整
備
し
て
い
く
。

　A
　
外
国
人
、
異
民
族
を
排
外
、

排
斥
す
る
一
部
の
風
潮
、
言
動
に

対
す
る
本
市
の
見
解
を
問
う
。
　

B
　
本
市
は
こ
れ
ま
で
も
人
権
尊

重
の
社
会
づ
く
り
を
継
続
し
て
お

り
、
特
定
の
国
籍
や
民
族
を
排
除
、

攻
撃
す
る
排
斥
主
義
的
な
考
え
方

は
容
認
で
き
な
い
。

　
今
後
も
人
権
教
育
、
啓
発
活
動

を
推
進
し
、
全
て
の
人
が
互
い
に

尊
重
し
あ
え
る
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

A
　
市
長
と
し
て
３
期
目
の
後
半

を
迎
え
、
思
い
や
考
え
に
つ
い
て

問
う
。

B
　
今
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、

防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
更
改
、

住
宅
耐
震
改
修
促
進
費
補
助
金
増

額
、
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
更
な
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、

農
林
漁
業
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
支
援
金
の

創
設
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

導
入
、
補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業

等
、
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
そ
し
て
若
者
や
子
育

て
世
代
の
環
境
充
実
の
予
算
編
成

に
努
め
た
。
　

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
物

価
高
騰
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の

備
え
な
ど
、
山
積
す
る
課
題
に
危

機
感
を
持
ち
な
が
ら
も
、
宿
毛
市

の
可
能
性
を
信
じ
果
敢
に
挑
戦
し

て
い
く
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

ノ
ウ
ハ
ウ
、
人
脈
、
経
験
の
全
て

を
駆
使
し
て
全
身
全
霊
で
取
り
組

み
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
も
に
夢
を

持
て
る
未
来
予
想
図
を
描
い
て
い

き
た
い
。

A
　
幡
多
６
か
市
町
村
、
四
国
西

南
地
域
の
中
で
市
長
の
立
場
、
本

市
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
定
住
自
立
圏
の
中
心
市
と
し

て
周
辺
市
町
村
と
協
定
を
結
び
医

療
、
福
祉
、
交
通
、
産
業
振
興
等
、

広
域
的
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。
特
に
防
災
面
に
お
い
て

は
、
重
要
港
湾
で
あ
る
宿
毛
湾
港

は
、
発
災
後
の
緊
急
物
資
の
受
け

入
れ
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
地
域
の
課
題
を
共
有
し
、

連
携
と
協
調
を
図
り
な
が
ら
、
交

流
人
口
の
拡
大
と
地
域
経
済
の
活

性
化
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

A
　
本
計
画
に
つ
い
て
、
今
後
ど

の
よ
う
な
方
法
で
市
民
の
理
解
を

深
め
て
い
く
の
か
問
う
。

B
　
本
計
画
の
周
知
は
、
地
域
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
、
段
階
ご
と
に
努

め
て
き
た
が
、
発
災
前
か
ら
復
興

の
方
向
性
を
市
民
と
共
有
し
て
お

く
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
周

知
は
一
層
の
努
力
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

計
画
の
概
要
版
の
作
成
、
全
戸
配

布
を
行
い
、
確
実
な
周
知
を
図
っ

て
い
く
。

　
ま
た
、
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

高
知
大
学
　
原
教
授
に
よ
る
講
演

会
の
開
催
等
に
よ
り
、
計
画
の
趣
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外
国
人
人
材
の
活
用
と

外
国
人
の
サ
ポ
ー
ト
交

流
に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て

宿
毛
市
事
前
復
興
ま
ち
づ

く
り
計
画（
案
）
に
つ
い
て



旨
や
内
容
を
直
接
伝
え
る
機
会
も

設
け
て
い
く
。

　
次
年
度
は
、
津
波
浸
水
想
定
区

域
外
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
実

施
し
、
事
前
復
興
に
関
す
る
検
討

を
進
め
る
。
丁
寧
な
情
報
提
供
と

意
見
交
換
を
重
ね
な
が
ら
、
継
続

的
な
周
知
と
理
解
の
促
進
に
努
め

て
い
く
。

A
　
本
市
の
水
産
業
は
地
域
経
済

の
基
盤
で
あ
り
、
漁
港
機
能
が
停

止
す
れ
ば
、
漁
業
者
だ
け
で
な
く
、

仲
買
・
加
工
・
運
送
な
ど
地
域
経

済
に
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
。
災
害

後
に
、
ど
れ
だ
け
早
く
水
揚
げ
機

能
を
再
開
で
き
る
か
は
、
事
前
復

興
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
視
点

で
あ
る
。
被
災
後
の
復
興
計
画
に

つ
い
て
ど
の
様
に
想
定
し
て
い
る

か
問
う
。

B
　
基
幹
産
業
で
あ
る
一
次
産
業

の
早
期
再
開
は
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
事
前
の
備
え
と
し
て
漁
港
や

養
殖
施
設
を
含
む
漁
業
施
設
、
協

同
利
用
施
設
等
の
早
期
復
旧
に
向

け
、
補
助
制
度
の
理
解
促
進
や
早

期
復
旧
す
べ
き
漁
港
等
の
方
針
等

の
事
前
検
討
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

復
旧
に
あ
た
っ
て
は
漁
業
者
の
継

続
意
向
を
確
認
し
た
上
で
、
漁
港

の
集
約
も
含
め
た
復
旧
を
検
討
す

る
。

A
　
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
一

次
産
業
を
教
育
の
重
要
な
柱
の
一

つ
と
し
て
位
置
付
け
、「
宿
毛
で

学
ん
だ
か
ら
こ
そ
育
つ
力
」
は
、

本
市
な
ら
で
は
の
教
育
戦
略
に
な

り
得
る
と
考
え
る
。
宿
毛
型
教
育

モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
く
考
え
が

あ
る
の
か
問
う
。

B
　
本
市
で
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

中
で
、
宿
毛
の
文
化
・
産
業
等
の

体
験
活
動
を
行
い
、
環
境
教
育
で

は
、
豊
か
な
山
、
川
、
海
で
の
体

験
学
習
を
実
施
す
る
等
、
一
次
産

業
に
繋
が
る
取
り
組
み
と
し
て
、

学
校
毎
の
立
地
条
件
や
地
域
性
に

沿
っ
た
形
で
、
発
達
段
階
に
応
じ

て
様
々
な
取
り
組
み
を
実
践
し
て

い
る
。

　
学
校
現
場
で
は
、
授
業
時
間
数

の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、

こ
れ
以
上
の
授
業
時
数
の
確
保
は

難
し
く
、
子
ど
も
へ
の
負
担
増
加

も
懸
念
さ
れ
、
ま
た
、
総
合
的
な

学
習
で
の
授
業
時
間
の
確
保
に
つ

い
て
も
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
本

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
一
次
産
業

に
関
し
、
児
童
生
徒
が
理
解
を
深

め
る
取
り
組
み
は
大
変
有
意
義
で

あ
り
、
今
後
も
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
お
い
て
実
施
し
て
い
く
。

A
　「
天
候
に
関
わ
ら
ず
子
ど
も

を
思
い
切
り
遊
ば
せ
る
場
所
が
な

い
」
と
い
う
声
に
応
え
る
全
天
候

型
遊
戯
施
設
に
つ
い
て
、
形
態
、

対
象
年
齢
、
規
模
な
ど
、
現
時
点

で
描
く
基
本
構
想
を
伺
う
。

B
　
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
１
年
を

通
じ
て
安
心
し
て
遊
び
学
べ
る
環

境
整
備
を
目
的
と
す
る
。
現
時
点

の
基
本
構
想
と
し
て
、
形
態
は
屋

内
を
基
本
と
し
つ
つ
屋
外
で
も
遊

べ
る
複
合
施
設
と
し
、
主
な
対
象

年
齢
は
０
〜
１０
歳
程
度
で
、
保
護

者
と
と
も
に
ゆ
っ
く
り
利
用
で
き

る
施
設
を
想
定
。
規
模
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
が
十
分
に
体
を
動
か

し
て
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し

た
い
。

A
　
施
設
規
模
は
財
政
と
の
兼
ね

合
い
に
よ
る
絞
り
込
み
が
重
要
と

な
る
。
施
設
づ
く
り
に
市
民
の
声

を
ど
う
反
映
さ
せ
る
か
。
今
後
、

子
育
て
世
代
等
の
声
を
聞
く
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
実
施
し
、
ニ
ー

ズ
を
反
映
さ
せ
る
考
え
は
あ
る
か
。

B
　
ニ
ー
ズ
把
握
は
重
要
と
認
識

し
て
お
り
、
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト

や
対
話
集
会
を
通
じ
て
子
育
て
世

代
の
要
望
を
幅
広
く
収
集
し
た
ほ

か
、
類
似
施
設
の
視
察
も
行
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
ニ
ー
ズ
は
一
定
把
握

で
き
た
と
考
え
て
お
り
、
寄
せ
ら

れ
た
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
、
子

ど
も
や
保
護
者
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
施
設
づ
く
り
に
取
り
組
み
た

い
。

A
　
市
長
が
目
指
す
「
こ
ど
も
の

国
」
の
像
を
伺
う
。
新
築
に
限
ら

ず
既
存
施
設
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
想

定
し
て
い
る
候
補
地
と
そ
の
選
定

基
準
を
問
う
。

B
　「
宿
毛
市
で
子
育
て
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
し
て
も
ら

え
る
施
設
を
目
指
す
。
候
補
地
の

場
所
は
未
定
だ
が
、
安
全
・
安
心

の
た
め
津
波
浸
水
想
定
区
域
外
を

大
前
提
と
す
る
。
形
態
は
新
築
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
早
期
整
備
の
観
点

か
ら
既
存
の
公
共
施
設
の
利
活
用

を
重
要
な
選
択
肢
と
し
て
検
討
を

進
め
、
可
能
な
限
り
早
期
の
整
備

を
目
指
し
た
い
。

A
　
防
災
拠
点
の
集
中
す
る
本
庁

舎
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
が
現
在
１

路
線
の
み
で
あ
り
、
災
害
時
に
寸

断
さ
れ
る
と
初
動
対
応
に
支
障
を

来
す
。
代
替
と
な
る
道
路
整
備
が

急
務
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

問
う
。

B
　
現
状
は
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
対
応
策
と
し
て
、
被
災
時
に

は
国
・
県
・
市
が
連
携
し
て
迅
速

な
道
路
啓
開
を
行
う
。
ま
た
、
市

役
所
北
側
の
高
規
格
道
路
に
つ
い

て
は
、
緊
急
時
の
車
両
進
入
が
可

能
と
な
る
よ
う
国
と
協
議
を
進
め

て
い
る
。
さ
ら
に
、
要
望
の
強
か
っ

た
高
砂
方
面
へ
の
新
た
な
市
道
の

測
量
予
算
を
計
上
し
、
早
期
整
備

に
向
け
た
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

道
路
新
設
に
は
多
額
の
予
算
を
要

し
、
他
の
イ
ン
フ
ラ
と
の
優
先
順

位
も
課
題
と
な
る
た
め
、
議
会
や

市
民
と
議
論
を
重
ね
な
が
ら
進
め

た
い
。

東　 　新 議員

特
色
あ
る
教
育
の
推
進

に
よ
る
宿
毛
型
教
育
モ

デ
ル
の
構
築
に
つ
い
て

全
天
候
型
遊
戯
施
設

（
仮
称
「
こ
ど
も
の
国
」
）

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
 

市
役
所
庁
舎
周
辺
に
お

け
る
代
替
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
に
つ
い
て
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A
　
宿
毛
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日

か
ら
料
金
改
定
に
よ
り
郊
外
区
間

１
０
０
円
、
市
街
地
区
間
１
０
０

円
と
設
定
さ
れ
た
が
、
１
０
０
円

以
外
の
設
定
措
置
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
利
用
者
の
中
心
で
あ
る
高
齢

者
の
皆
様
が
、
引
き
続
き
利
用
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、
新

た
に
６５
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
高

齢
者
割
引
（
半
額
に
な
る
）
を
導

入
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ど
ん
な

に
遠
い
郊
外
か
ら
で
も
最
大
１
０

０
円
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
小
学
生
や
障
害
者

手
帳
を
持
た
れ
て
い
る
方
、
運
転

免
許
返
納
の
方
に
も
同
じ
割
引
制

度
を
構
え
て
い
る
。
引
き
続
き
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
利
用
促
進
に
努
め
て

い
く
。

A
　
宿
毛
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
な
い
方
や
、
使
い
方
が
わ
か
ら

な
い
方
々
に
対
し
て
の
対
応
に
つ

い
て
問
う
。

B
　
宿
毛
Ｉ
Ｄ
を
持
っ
て
い
る
方

は
、
引
き
続
き
減
免
を
す
る
機
能

を
持
た
せ
ま
す
が
、
新
た
に
半
額

カ
ー
ド
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
作
っ

て
、
対
象
地
区
に
、
前
も
っ
て
説

明
に
伺
う
よ
う
に
す
る
な
ど
、
丁

寧
な
説
明
を
す
る
中
で
、
誰
も
が

対
象
者
に
な
り
う
る
時
に
は
、
割

引
を
享
受
で
き
る
も
の
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

A
　
本
市
に
お
い
て
、
住
宅
の
新

築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
補
助

事
業
は
、
移
住
者
に
向
け
た
施
策

が
多
く
、
市
内
在
住
の
若
者
世
代
、

子
育
て
世
代
に
対
す
る
施
策
が
あ

ま
り
見
受
け
ら
れ
な
い
。
移
住
定

住
者
と
同
等
の
補
助
事
業
を
創
設

す
べ
き
と
思
う
が
、
本
市
と
し
て

の
対
応
を
問
う
。

B
　
宿
毛
市
に
住
み
続
け
て
よ
か
っ

た
、
住
み
続
け
た
い
と
実
感
し
て

い
た
だ
け
る
施
策
を
行
っ
て
い
く

こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
と
思
っ

て
い
る
が
、
住
ま
い
に
関
す
る
補

助
事
業
の
多
く
が
、
現
状
、
国
や

県
の
交
付
金
を
主
な
財
源
と
し
て

活
用
し
て
お
り
、
人
口
の
社
会
増
、

東
京
一
極
集
中
の
是
正
な
ど
、
国

の
政
策
目
標
に
基
づ
い
て
、
対
象

を
市
外
か
ら
本
市
に
転
入
さ
れ
た

方
に
限
定
さ
れ
て
予
算
が
認
め
ら

れ
る
と
い
う
背
景
が
あ
る
。

　
市
内
在
住
の
方
へ
の
支
援
を
し

づ
ら
い
理
由
に
つ
い
て
は
、
個
人

の
財
産
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
、
市
の
一
般
財
源
に
よ
る
補
助

に
は
慎
重
な
判
断
が
必
要
で
、
現

在
の
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
は
、

単
独
事
業
と
し
て
の
実
施
は
困
難

な
状
況
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
市
内
在
住
の

子
育
て
世
代
の
方
に
対
し
て
、
住

ま
い
以
外
の
と
こ
ろ
で
、
子
育
て

支
援
や
教
育
、
医
療
、
福
祉
、
公

共
交
通
な
ど
生
活
に
直
結
す
る
分

野
で
進
め
て
い
る
と
認
識
し
て
お

り
、
市
内
在
住
の
方
に
も
活
用
で

き
る
国
や
県
の
交
付
金
に
つ
い
て

も
、
情
報
収
集
に
努
め
、
活
用
で

き
る
も
の
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

A
　
農
業
分
野
に
お
け
る
定
住
交

流
関
係
人
口
の
拡
大
に
つ
い
て
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う
。

B
　
農
業
公
社
ス
タ
ー
ト
ア
グ
リ

カ
ル
チ
ャ
ー
す
く
も
を
通
じ
た
新

規
研
修
生
の
受
入
れ
を
積
極
的
に

推
進
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
若
者
が

地
域
に
定
着
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
図
り
、
定
住
人
口
、
交
流
人
口

の
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

　
ま
た
新
規
就
農
時
や
研
修
中
の

生
活
費
を
支
援
す
る
交
付
金
を
活

用
し
な
が
ら
、
就
農
し
や
す
い
環

境
の
整
備
に
努
め
る
。
さ
ら
に
人

口
減
少
対
策
と
し
て
、
新
た
な
支

援
制
度
、
宿
毛
市
農
林
漁
業
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付

金
を
創
設
し
、
一
次
産
業
へ
の
就

業
者
に
対
し
て
は
、
単
身
で
最
大

１
０
０
万
円
、
条
件
に
よ
っ
て
は

最
大
３
０
０
万
円
の
上
乗
せ
補
助

に
関
す
る
予
算
を
提
案
し
て
い
る
。

　
一
次
産
業
の
現
場
で
日
々
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
関
係
者
と
連
携

し
、
一
次
産
業
を
軸
と
し
た
本
市

の
魅
力
を
市
内
外
に
広
く
発
信
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
振
興
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

A
　
令
和
８
年
４
月
か
ら
全
国
の

公
立
小
学
校
で
所
得
制
限
を
設
け

ず
、
１
人
当
た
り
月
額
５
２
０
０

円
を
上
限
に
国
の
支
援
が
示
さ
れ

た
。
将
来
的
に
支
援
水
準
や
対
象

が
見
直
さ
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て

注
視
が
要
る
。
給
食
は
自
治
体
の

実
施
項
目
で
あ
り
、
給
食
無
償
化

で
は
国
の
基
準
を
超
え
る
部
分
に

つ
い
て
、
支
援
対
象
外
と
な
り
、

物
価
上
昇
が
続
く
中
、
給
食
内
容

の
工
夫
や
差
額
を
ど
う
扱
う
か
、

自
治
体
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

　
特
に
地
産
地
消
の
推
進
・
栄
養

バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
献
立
を
維

持
す
る
に
は
、
食
材
選
定
、
献
立

内
容
に
工
夫
が
要
る
。

　
給
食
無
償
化
は
、
財
政
負
担
や

食
材
の
質
や
量
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
が
行
政
の
所
見
を
伺
う
。

B
　
子
ど
も
た
ち
の
給
食
の
質
と

量
、
こ
う
い
っ
た
も
の
も
し
っ
か

川田 栄子 議員

宿
毛
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

市
内
在
住
の
子
育
て
世

代
へ
の
住
環
境
施
策
に

つ
い
て

令
和
8
年
度
行
政
方
針

・
産
業
振
興
に
つ
い
て

小
学
校
給
食
無
償
化
に

つ
い
て



り
と
確
保
し
て
い
く
、
そ
う
い
っ

た
中
で
、
で
き
る
だ
け
コ
ス
ト
を

抑
え
な
が
ら
、
維
持
を
す
る
努
力

を
続
け
て
い
る
。

　
こ
の
た
び
国
に
よ
り
示
さ
れ
た

給
食
費
無
償
化
と
は
、
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
公
立
小
学
校
の
児

童
を
対
象
と
し
て
、
全
国
一
律
、

１
人
当
た
り
月
額
５
２
０
０
円
を

支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

完
全
な
無
償
化
を
前
提
と
す
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
宿
毛
市

は
本
市
独
自
の
上
乗
せ
の
支
援
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
質
も
量
も
落

と
す
こ
と
な
く
、
安
心
安
全
な
魅

力
あ
る
学
校
給
食
の
提
供
を
行
う

こ
と
で
、
小
学
校
給
食
費
の
完
全

無
償
化
を
実
施
を
し
て
い
く
。

◎
委
員
考
察

　
視
察
後
の
委
員
か
ら
は
近
年
の

猛
暑
対
策
や
天
候
に
左
右
さ
れ
な

い
活
動
の
確
保
な
ど
、
教
育
環
境

の
向
上
が
急
務
で
あ
る
。
快
適
で

安
全
な
学
校
生
活
を
実
現
す
る
手

段
と
し
て
、
災
害
時
に
も
役
立
つ

Ｇ
Ｈ
Ｐ
空
調
の
導
入
は
有
効
で
あ

り
、
早
期
の
設
置
検
討
が
求
め
ら

れ
る
と
の
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

日
　
時
　
１
月
２９
日（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
よ
り

視
察
地
　
徳
島
県
海
陽
町

視
察
テ
ー
マ

「
小
中
一
貫
教
育
、
国
際
教
育
に

つ
い
て
」

　
海
陽
町
で
は
、
過
疎
化
が
進
む

中
で
小
規
模
校
を
維
持
し
つ
つ
教

育
の
質
を
保
証
す
る
た
め
、
小
中

一
貫
教
育
「
チ
ェ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
教
員
間
の

相
互
参
観
や
合
同
行
事
を
通
じ
て

９
年
間
の
学
び
を
接
続
し
、
き
め

細
か
な
指
導
と
社
会
性
の
育
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
特
筆
す
べ
き
は
国
際
教
育
で
、

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
と

し
た
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
授

業
や
、
朝
活
動
と
連
携
し
た
独
自

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
や
多
読
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
り
実
践
的
な
英
語

力
と
異
文
化
理
解
を
深
め
、
中
学

生
の
英
検
取
得
率
向
上
や
学
習
意

欲
の
高
ま
り
と
い
っ
た
成
果
が
出

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
人
材
や

高
校
生
と
協
働
し
、
英
語
で
地
域

課
題
に
取
り
組
む
「
グ
ロ
ー
カ
ル

学
習
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
教

員
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
教
材
共

有
や
チ
ー
ム
制
も
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
運
営
面
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

や
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
等
の
多
様
な
財
源
を
確

保
し
、
持
続
可
能
な
体
制
を
構
築

し
て
い
ま
す
。
保
護
者
か
ら
の
支

持
も
高
く
、
今
後
は
幼
児
教
育
で

の
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
導
入
な
ど
、

幼
保
小
中
高
の
一
貫
性
を
さ
ら
に

強
化
し
、
地
域
と
と
も
に
子
供
を

育
て
る
「
世
界
に
通
用
す
る
教
育

ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

行
政
視
察
報
告

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
及
び
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
が
先
進

地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

日
　
時
　
１
月
２８
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
よ
り

視
察
地
　
香
川
県
綾
川
町

視
察
テ
ー
マ

「
災
害
対
策
と
し
て
停
電
対
応
型

Ｇ
Ｈ
Ｐ
（
Ｌ
Ｐ
Ｇ
）
の
導
入
に
つ

い
て
」

　
綾
川
町
で
は
町
内
の
小
中
学
校

計
６
校
の
体
育
館
へ
の
空
調
整
備

に
あ
た
り
、
熱
中
症
対
策
に
加
え
、

避
難
所
と
し
て
の
災
害
対
策
も
重

視
し
て
検
討
し
ま
し
た
。
動
力
源

の
比
較
に
お
い
て
、
特
に
災
害
時

の
イ
ン
フ
ラ
停
止
を
想
定
す
る
と
、

電
気
式
は
高
額
な
非
常
用
発
電
設

備
が
必
要
で
す
が
、
ガ
ス
式
は
災

害
対
応
型
バ
ル
ク
タ
ン
ク
で
対
応

可
能
と
い
う
点
が
大
き
な
判
断
材

料
と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ス
ト
面
で
は
、
将
来
の
設
備

更
新
も
含
め
て
試
算
し
た
結
果
、

電
気
式
の
非
常
用
電
源
設
備
に
約

５
０
０
０
万
円
要
す
る
の
に
対
し
、

ガ
ス
バ
ル
ク
タ
ン
ク
は
約
４
０
０

万
円
で
済
む
た
め
、
初
期
費
用
に

大
き
な
差
が
出
ま
し
た
。
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
も
、
電
気
式
の
よ
う

な
夏
場
の
契
約
電
力
高
騰
が
想
定

さ
れ
る
も
の
の
、
ガ
ス
式
は
年
間

を
通
し
て
安
定
し
て
い
ま
す
。
機

能
面
で
も
、
ガ
ス
式
は
エ
ン
ジ
ン

排
熱
を
利
用
す
る
た
め
、
冬
場
に

霜
取
り
運
転
で
暖
房
が
止
ま
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
停
電
時
の
対
応
と
し
て
も
、
ガ

ス
式
は
蓄
電
で
起
動
し
ガ
ス
で
空

調
を
稼
働
で
き
ま
す
。
試
算
で
は

中
学
校
体
育
館
で
１
日
８
時
間
使

用
し
た
場
合
に
３
日
間
稼
働
で
き
、

室
外
機
の
駆
動
に
よ
り
非
常
用
コ

ン
セ
ン
ト
も
利
用
可
能
で
す
。

　
以
上
の
検
討
か
ら
、
コ
ス
ト
の

安
さ
と
、
停
電
時
で
も
防
災
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
維
持
で
き
る
点

を
評
価
し
、
ガ
ス
方
式
を
採
用
し

ま
し
た
。

　
　



◎
委
員
考
察

　
視
察
後
の
委
員
か
ら
は
、
小
中

高
一
貫
の
英
語
教
育
等
を
「
町
の

生
き
残
り
戦
略
」
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
点
が
特
に
印
象
的
で
あ

っ
た
。
小
中
高
の
１２
年
間
を
通
し

た
教
育
環
境
が
特
徴
的
で
あ
り
、

地
域
振
興
と
交
流
人
口
の
増
加
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
の
意
見

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

【
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
】

日
　
時
　
１
月
２１
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
３
時
よ
り

視
察
地
　
大
分
県
臼
杵
市

視
察
テ
ー
マ

「
有
機
農
法
の
取
り
組
み
及
び
有

機
肥
料
の
活
用
に
つ
い
て
」

　
臼
杵
市
で
は
、「
循
環
型
社
会

の
構
築
」
を
大
き
な
柱
に
、
有
機

の
里
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
公
設
民
営
の
「
土
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
約
半
年
か
け
て
「
う

す
き
夢
堆
肥
」
を
製
造
し
て
お
り
、

農
家
の
手
間
や
時
間
を
大
幅
に
減

ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
有
機

農
業
へ
の
取
り
組
み
が
し
や
す
く

な
り
、
地
域
全
体
で
環
境
に
や
さ

し
い
農
業
の
広
が
り
を
支
え
て
い

ま
す
。
こ
う
し
て
育
て
ら
れ
た
「
ほ

ん
ま
も
ん
農
作
物
」
は
学
校
給
食

に
も
活
用
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も

た
ち
の
健
康
を
守
る
と
と
も
に
、

地
産
地
消
や
食
育
の
推
進
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
堆
肥
づ
く
り
か
ら
農
産
物
の
活

用
ま
で
を
地
域
で
循
環
さ
せ
る
こ

と
で
、
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◎
委
員
考
察

　
視
察
の
委
員
か
ら
は
、「
有
機

の
里
づ
く
り
は
、
生
産
か
ら
消
費

ま
で
を
一
体
で
設
計
す
る
地
域
モ

デ
ル
で
あ
る
。
本
市
も
強
み
を
活

か
し
、
資
源
循
環
の
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
る
べ
き
だ
。」
と
い
っ

た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

日
　
時
　
１
月
２２
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
９
時
よ
り

視
察
地
　
大
分
県
豊
後
大
野
市
　

視
察
テ
ー
マ

「
ジ
オ
パ
ー
ク
活
用
に
よ
る
地
域

振
興
及
び
サ
ウ
ナ
の
ま
ち
宣
言
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」

　「
お
お
い
た
豊
後
大
野
ジ
オ
パ

ー
ク
」
は
、
阿
蘇
火
山
の
噴
火
で

形
成
さ
れ
た
地
形
や
豊
か
な
水
資

源
を
テ
ー
マ
と
し
、
教
育
、
保
護
・

保
全
、
持
続
可
能
な
発
展
を
三
本

柱
と
し
て
、
ガ
イ
ド
養
成
や
商
品

開
発
な
ど
を
通
じ
て
地
域
活
性
化

と
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
温
泉
の

代
わ
り
に
自
然
を
活
か
し
た
ア
ウ

ト
ド
ア
サ
ウ
ナ
を
推
進
し
て
、
全

国
初
の
「
サ
ウ
ナ
の
ま
ち
」
を
宣

言
し
ま
し
た
。

　
民
間
主
導
で
始
ま
り
、
イ
ベ
ン

ト
開
催
や
補
助
制
度
の
創
設
な
ど

で
、
利
用
者
は
大
き
く
増
え
、
市

外
か
ら
の
誘
客
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

◎
委
員
考
察

　
視
察
の
委
員
か
ら
は
、「
阿
蘇

山
由
来
の
地
形
や
湧
水
な
ど
を
教

育
・
観
光
に
活
か
し
、
自
然
と
暮

ら
し
を
体
験
型
で
発
信
し
、
住
民
・

事
業
者
・
行
政
が
協
働
し
て
持
続

可
能
な
観
光
を
進
め
て
い
る
こ
と

も
参
考
に
な
っ
た
。」
と
い
っ
た

意
見
や
、「
無
い
も
の
や
不
便
さ

を
価
値
に
変
え
、
本
市
な
ら
で
は

の
観
光
戦
略
を
確
立
す
る
必
要
が

あ
り
、
水
資
源
を
活
か
し
た
ア
ウ

ト
ド
ア
サ
ウ
ナ
も
可
能
性
が
あ
る
。

民
間
の
主
体
性
を
行
政
が
支
え
る

官
民
連
携
を
進
め
、
本
市
に
合
っ

た
戦
略
を
考
え
て
い
き
た
い
。」

と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
議
会
報
告
会
（
意
見
交
換
会
）

を
開
催
し
ま
し
た
■

　
議
会
報
告
会
を
２
月
２５
日
に
山

北
集
会
所
、
神
有
多
目
的
集
会
所

で
開
催
し
、
２
カ
所
で
２１
名
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
議
会
の
活
動
実

績
、
１２
月
議
会
の
議
案
の
主
な
内

容
、
議
員
の
一
般
質
問
に
つ
い
て

な
ど
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
と
意
見

交
換
を
行
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
議
会
や
行
政
に

対
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
地
域
の
実

情
・
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
様
々

な
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
提
言

は
議
員
一
同
、
今
後
の
議
会
活
動

に
生
か
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

＊
詳
し
い
報
告
内
容
は
、
紙
面

の
都
合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
な
お
、
宿
毛
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
報
告
書
全
文
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ

い
。
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氏　名

案　件

議
　
決
　
結
　
果

川

村

圭

一

井

上

　

将

浦

尻

学

典

小

谷

翔

太

東

　

　

新

今

城

　

隆

堀

　

　

景

三

木

健

正

川

田

栄

子

闍

倉

真

弓

野

々

下

昌

文

松

浦

英

夫

寺

田

公

一

川

村

三

千

代
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○
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○ ○ ○ ○ ×○ ○ ○ 欠
席

議案第２号

議案第１４号

議案第３０号

議案第３４号

議
長

欠
席

議
長

欠
席

議
長

欠
席

議
長

可決

可決

可決

可決

★
会
議
録
の
閲
覧
を
★

○
手
話
言
語
条
例
成
立
○

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都
合
で
発
言

の
一
部
し
か
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。
詳
し

く
は
「
会
議
録
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
3
月
定
例
会
の
会
議
録
は
6
月
上
旬
に

で
き
る
予
定
で
す
。

　
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支
所
並
び
に

宿
毛
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
議
会
の
公
式
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ
で
映

像
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
は
過
去
の
議
会
映

像
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
宿
毛
市
手
話
言
語

条
例
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、
市
民
の
手
話
へ
の
理
解
を
広

げ
る
と
と
も
に
、
手
話
を
使
い
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
な
ど
に
お
い
て
も
、
防
災
情

報
が
確
実
に
伝
わ
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
目
指
し

ま
す
。

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆
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宿
毛
の
教
育
に
つ
い
て

宿
毛
の
教
育
に
つ
い
て

宿
毛
市
教
育
長
　
鎌
田
　
勇
人

　

令
和
8
年
度
教
育
行
政
方

針
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

人
　
権
　
教
　
育

　

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

啓
発
活
動
を
推
進
し
、
差
別

や
偏
見
の
な
い
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た
人
権
意
識
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

重
点
目
標
・
施
策

●
人
権
週
間
な
ど
を
活
用
し

た
効
果
的
な
啓
発
活
動
や

講
座
を
通
じ
て
主
体
的
な

学
び
に
つ
な
が
る
人
権
教

育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
連
携
し
指
導

者
の
育
成
や
研
修
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

学
　
校
　
教
　
育

　

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
を
通
し
、
確
か
な
学
力

と
豊
か
な
人
間
性
の
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。

重
点
目
標
・
施
策

●
学
力
調
査
な
ど
の
分
析
に

よ
る
授
業
改
善
で
学
力
向

上
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
さ
ら
な

る
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
教
科
研
修
の
充
実
を
図
る

中
で
、
授
業
改
善
と
指
導

力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
活
用
の
日
常

化
を
目
指
し
、
授
業
支
援

ソ
フ
ト
の
導
入
や
中
学
校

の
G
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端

末
の
更
新
を
図
り
ま
す
。

●
小
・
中
学
校
の
連
携
を
深

め
、
9
年
間
の
一
貫
的
・

連
携
的
な
教
育
を
進
め
ま

す
。

●
不
登
校
傾
向
の
児
童
生
徒

へ
の
き
め
細
や
か
な
対
応

や
、「
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
」

の
実
現
に
よ
る
諸
課
題
の

早
期
解
決
に
努
め
ま
す
。

●
危
機
管
理
意
識
を
高
め
る

た
め
、
防
災
教
育
の
更
な

る
推
進
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た

ち
を
支
え
る
教
育
環
境
づ

く
り
や
、
体
育
の
授
業
改

善
に
よ
る
体
力
向
上
に
努

め
ま
す
。

●
教
員
業
務
支
援
員
な
ど
を

活
用
し
、
働
き
方
改
革
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
教
育
環
境
の
向
上
を
図
る

た
め
、
小
学
校
特
別
教
室

な
ど
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
取
り
組
み
ま
す
。

学
　
校
　
給
　
食

　

給
食
を
生
き
た
教
材
と
し

て
活
用
し
、
健
康
増
進
と
食

習
慣
の
確
立
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

重
点
目
標
・
施
策

●
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
今
年
度
か

ら
小
学
生
の
給
食
無
償
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

●
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

給
食
の
提
供
や
地
場
産
物

の
活
用
に
よ
り
、
児
童
生

徒
の
健
康
増
進
と
さ
ら
な

る
地
産
地
消
の
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

生
　
涯
　
学
　
習

　

自
発
的
に
学
習
で
き
る
機

会
を
充
実
さ
せ
、
地
域
全
体

の
教
育
力
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
努
め
ま
す
。

重
点
目
標
・
施
策

●
「
よ
さ
こ
い
高
知
文
化
祭

２
０
２
６
」
を
契
機
と
し

た
歴
史
文
化
の
魅
力
発
信

や
、
親
し
ま
れ
る
図
書
館

づ
く
り
を
進
め
、
図
書
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
大
会
な

ど
を
誘
致
し
、
地
域
の
に

ぎ
わ
い
創
出
や
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
中
学
校
部
活
動
の
地
域
ク

ラ
ブ
活
動
へ
の
移
行
に
向

け
、
安
全
・
安
心
に
実
施

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

宿毛市 HP
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令和 8 年度 宿毛市の予算  問   総務課  ☎ 62-1253

一般会計の歳入

一般会計総額 161 億8,626 万9 千円
一般会計
　本年度は、重要施策に位置づけている産業・観光
振興、子育て支援などを中心とした予算編成に加え、
インフラ整備や物価高騰対策などに係る予算を計上
しました。
　その結果、前年度より 15 億 1,174 万 3 千円、約
10.3％の増となりました。

その他依存財源（5.4％）

市債（10.7％）

県支出金（7.9％）

国庫支出金（12.2％）

地方交付税（30.8％） 分担金・負担金（0.1％）
使用料・手数料（2.5％）

その他自主財源（6.9％）

基金からの繰入金（9.9％）

市税（13.6％）

依存財源

自主財源

令和 8 年度予算の概要をご報告します。税金がどのように活かされているかご確認ください。 
一般会計の歳出

一般会計の主な施策

議会費ほか（0.9％）
災害復旧費（0.4％）商工費（1.1％）

消防費（2.6％）
農林水産業費（4.1％）

衛生費（10.4％）

教育費（7.3％）

公債費（8.5％）

土木費（10.1％）
総務費（24.4％）

民生費（30.2％）

都市公園整備事業
9,819 万 7 千円
　宿毛駅前の広場をリニューアルし、0 ～ 3 歳向
けの遊育空間、3 ～ 6 歳向けの複合遊具エリア、
日陰の休憩施設を備えた見守りスペースを一体的
に整備し、安心して遊べる環境と賑わいを創出す
るとともに、駅周辺のシンボルとなる公園を目指
す。

会　　　計 予   算   額 前年度比
（増減率）

一 般 会 計 161 億 8,626 万 9千円 10.3%

国民健康保険事業 27億 179 万円 0.1%

へき地診療事業 5,672 万 5千円 -3.0%

定 期 船 事 業 2億 586 万 9千円 0.0%

特 別 養 護 老
人 ホ ー ム 6,767 万 3千円 106.8%

学 校 給 食 事 業 3億 5,858 万 1千円 3.9%

国民宿舎運営事業 1,259 万 5千円 3.4%

介護認定審査会 508 万 6千円 -2.0%

介 護 保 険 事 業 26億 3764 万 2千円 6.7%

土地区画整理事業 0円 -100.0%

後期高齢者医療 4億 3,711 万 8千円 7.0%

特 別 会 計　 計 64億 8,307 万 9千円 3.9%

水 道 事 業 会 計 9億 994 万 7千円 11.7%

下 水 道 事 業 会 計 9億 6,681 万 3千円 4.8%

小中学校給食費負担軽減事業
1,425 万円
　食材価格の高騰分について、公費負担とするこ
とにより、小中学校給食費の保護者負担を軽減す
る。

水道基本料金等無償化事業
1 億 1,400 万円
　物価高騰の影響を受けている生活者や事業者（官
公庁を除く）を支援するため、水道料金のうち基
本料金及び量水器使用料を 10 カ月分減免する。

宿毛市農林漁業UI ターン応援プロジェクト
2,050 万円
　一次産業 ( 農業・林業・漁業 ) の担い手確保を
図るため、幡多郡外からの若年層移住者等を主な
対象に応援金制度を創設するもので、単身世帯、2
人以上世帯、子育て世帯で支給額を区分して制度
の訴求力を高め、若年層の増加と定着につなげる
もの。
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宿毛市手話言語条例制定
　宿毛市手話言語条例（4 月 1 日施行）を制定しました。
　手話は手指や表情で視覚的に表現する「言語」です。「手話は言語である」という認識を市民
の皆さんに広く知っていただき、すべての人が尊重し合い安心して暮らせる社会を目
指します。
　詳細は宿毛市 HP をご覧ください。

 問  福祉事務所　☎ 62-1240

防災気象情報が新しく
　5 月 29 日（金）から防災気象
情報が新しくなります。大雨や
河川氾濫などの危険度を、5 段階
の警戒レベルで分かりやすくお
知らせします。
　詳細は気象庁 HP をご覧
ください。

 問  危機管理課　☎ 62-1254

気象庁 HP

宿毛市犯罪被害者等支援条例制定
　犯罪被害に遭われた方やそのご家族は、周囲の無理解や中傷などの二次被害に苦しむことも
あります。誰もが安心して暮らせる社会を目指し、「宿毛市犯罪被害者等支援条例」（4 月 1 日
施行）を制定しました。市民・事業者の皆さんのご理解とご配慮をお願いします。

 問  人権推進課　☎ 62-1258

　犯罪行為により重症病を負った方や亡くなられた方のご遺族に対し、経済的負担
の軽減を図ることを目的として見舞金を支給します。

対  象  �4 月 1 日以降に犯罪行為による被害に遭われた際、市内に住民登録してい
た被害者またはその遺族

● 遺族見舞金
30 万円

※�既に重症病見舞金の支給を受けている
場合は 20 万円

● 重症病見舞金
10 万円

宿毛市 HP

犯罪被害者等見舞金制度
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年金相談（予約制）  問   幡多年金事務所
☎ 0880-34-1616（自動音声案内）

日  程  ● 5 月 19 日（火）　● 6 月 16 日（火）　● 7 月 21 日（火）
※毎月第 3 火曜日

時  間  9 時 30 分～ 12 時、13 時～ 15 時　 場  所  市役所　 受  付  市民課年金係
必要な物  本人が相談する場合

● 基礎年金番号が分かるもの（年金手帳等）
● 送られてきた書類一式（年金手続きの場合）
● 本人確認書類（マイナンバーカード等）
● マイナンバーのわかるもの

代理人が相談する場合
● 委任状
● �委任者と代理人の本人確認ができ
るもの

※詳細は予約の際にお尋ねください。

予約方法  �基礎年金番号が分かるもの（年金手帳等）を用意のうえ、幡多年金事務所へ電話

国民年金　学生納付特例  問   幡多年金事務所
☎ 0880-34-1616（自動音声案内）

　20 歳以上の学生で、国民年金保険料の納付が困難な場合は「学生納付特例制度」をご活用く
ださい。

防火管理者選解任届出  問  宿毛消防署　☎ 63-3111（代表）
　一定規模以上の事業所や共同住宅などでは、消防法により「防火管理者」の選任が義務付け
られています。異動や退職で不在にならないよう、適切に選任されているか今一度ご確認くだ
さい。

役  割  �● 消防計画の作成　● 避難訓練　● 設備点検など
届  出  �選任・解任時は速やかに消防署へ

　届出を怠ると法令違反になるおそれがあります。津波浸水予想区域は南海トラフ地震防災規
定の書類も提出が必要です。選任には講習の受講が必要です。

ポイント
 ● �未納のまま、万が一のケガや病気で障

害が残ると、障害年金が受け取れない
場合があります。

 ● �将来の年金を受け取る「受給資格期間」
に算入されます。

注意！
　申請は毎年度必要です！
　昨年度承認された方も、今年度分の申
請をお忘れなく。

必要な物  ● �年金手帳またはマイナンバーカード　
 ● �学生証（コピーの場合は両面）または在学証明書

申請先  ● 市民課保険年金係　● 幡多年金事務所
※日本年金機構からのハガキやスマホ（マイナポータル）からも申請可能 日本年金機構

HP
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高齢者　補聴器購入費補助
　高齢者の補聴器購入費用の一部を補助します。購入前に申請手続きが必要です。
補助金額  購入費の 2 分の 1（上限 5 万円）
対象者  次のすべてに該当する方

 ● 65 歳以上
 ● 市民税非課税世帯
 ● 両耳の聴力が 40 デシベル以上 70 デシベル未満の中等度難聴
 ● 医師から補聴器の使用が必要と認められた方

　詳細はお問い合わせください。

 問  長寿政策課　☎ 62-1234

元気ましまし運動教室  問  長寿政策課　☎ 62-1234
　元気ましまし運動教室でフレイル予防に取り
組んでみませんか？

期  間  7 月～９月
実施日時  毎週金曜日 9 時 30 分～ 12 時
場  所  千寿園
内  容  運動等の介護予防に関するプログラム
対象者  �65 歳～ 84 歳でフレイルチェック該当者

定  員  12 名
料  金  無料
送  迎  なし
申  込  ● 電話　● 窓口

※�健康状態などを聞き取り、参加可否を決
定します。

締  切  ６月５日（金）

後期高齢者健康診査  問  健康推進課　☎ 62-1235
　後期高齢者健康診査で生活習慣病を早期発見
しましょう。

対  象  �高知県後期高齢者医療保険に加入してい
る方（長期入院・施設入所中の方などを
除く）

期  間  受診券発行後～令和 9 年 3 月 31 日（水）
費  用  無料（年 1 回）
内  容  ● 問診　● 身体測定　● 血液・尿検査など
持ち物  ● 受診券　● 問診票　

 ● マイナ保険証または資格確認書

申  込  �条件に該当する方で集団健診
申し込みの方以外に受診券を
送付します。受診日までに受
診券がお手元にない場合はお
問い合わせください。



 問  健康推進課  ☎ 62-1235
6 月の保健事業

27 広報すくも 2026.5

乳がん・子宮頸がん検診のクーポン券
　対象者に乳がん・子宮頸がん検診の無料クーポン券を送付しています。乳がん・子宮頸がんは、
早期に発見すれば比較的治療しやすいがんと言われており、定期的な検診受診が重要です。
　対象の方は、ぜひこの機会に検診を受け、早期発見に繋げましょう。

対  象  ● 乳 が ん 検 診　昭和 60 年 4 月 2 日～昭和 61 年 4 月 1 日生まれの女性
 ● 子宮頸がん検診　平成 17 年 4 月 2 日～平成 18 年 4 月 1 日生まれの女性

有効期限  令和 9 年 1 月 31 日（日）
※委託医療機関の休診日を除く

 問  健康推進課　☎ 62-1235

● 健康推進課 健康指導係　☎ 62-1235
● 高知県幡多福祉保健所健康障害課　精神保健福祉担当
　☎ 0880-34-5124（直通）

● 高知県立精神保健福祉センター　☎ 088-821-4966
● お酒の悩みごと相談   幡多断酒会  大江  拓

☎ 090 -1173 -4672

心 の 健 康 相 談
保健師・相談員等による電話・面接相談を随時お受けしています。

相 談 窓 口

離乳食講習会   対象児に個人通知します。 赤ちゃん広場

母子保健

日 場所 受付時間
23 火 宿毛市地域子育て支援センター 13 : 15 ～ 13 : 25

日 場所 実施時間
18 木 和田集会所 9 : 30 ～ 11 : 30

成人保健

日 場所 特定健康診査 /前立腺がん検診 /
大腸がん検診

胃がん検診
（バリウム検査）

肺がん検診および
結核検診

9 火 宿毛市総合運動公園（武道場） 予約制 予約制（午前のみ） 予約制（午前のみ）
20 土 宿毛市役所 予約制 予約制（午前のみ） 予約制（午前のみ）

【セットけんしん】特定健康診査および各種がん検診

肺がん検診および結核検診（地区巡回）
日 場所 受付時間

9 火

宿毛市総合運動公園（アリーナ横駐車場）10：30 ～ 11：00
楠山多目的集会所 13：00 ～ 13：10
坂本多目的集会所 13：30 ～ 13：45
橋上生活改善センター 14：00 ～ 14：30
中角バス停留所付近 14：40 ～ 14：50
二ノ宮集会所 15：00 ～ 15：30
高石集会所 15：40 ～ 15：50

1 歳 6 カ月児健康診査
日 場　　所 受　付　時　間

3 水 宿毛文教センター 対象児に個人通知

3 歳児健康診査
日 場　　所 受　付　時　間

3 水 宿毛文教センター 対象児に個人通知

日 場所 受付時間

20 土

宿毛市役所 10：30 ～ 11：00
さゝな橋の元 13：30 ～ 13：40
小川バス停留所付近 13：55 ～ 14：15
宿毛市交流複合施設さくら 14：30 ～ 15：30
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【宿毛 ID】ポイントが貯まるイベント一覧
月 日 曜 イベント名 場所 P

5

2 土 子ども将棋教室 宿毛文教センター 10
9 土 しげちゃんち 正和隣保館 10

10 日 第 11 回　宿毛マラソン 宿毛市総合運動公園 50
11 月 ふれあい保育 市内各保育園 10
12 火 乳児健康診査 宿毛文教センター 50

14 木
赤ちゃん広場 和田集会所 10
ふれあい保育（おもちつき） 宿毛幼稚園 10

25 月 ふれあい保育（リトミック・連弾） 宿毛幼稚園 10
27 水 宿毛文教センター愛館日（清掃活動） 宿毛文教センター 100

宿毛マイナンバーカードサービス【宿毛 ID】 問  企画課
 ☎62-1255

　【宿毛 ID】ママサポとは出産後のお母さんが心も体も元気になるための新事業です。 ママサポ詳細

　宿毛マイナンバーカードサービス【宿毛 ID】とはマイナンバーカードを活用した宿毛
市独自のサービスです。

宿毛 ID 詳細

～宿毛愛デ、ママサポの申請はお済みですか？～

宿毛市自転車を活用したまちづくり計画

　市民の皆さんの運動習慣の定着と、環境にやさしい移動手段の普及を
図るため、電動アシスト自転車の購入費用の一部を補助します。
　購入前に申請手続きが必要です。

対  象  ペダルを踏む力を電動で補助する自転車で、市内の販売店で購入
したもの。
※電動で自走する電動キックボードやシニアカーは対象外
補助金額  ● 65 歳未満の方　購入費の3 分の1 以内（限度額30,000 円）

 ● 65 歳以上の方　購入費の2 分の1 以内（限度額50,000 円）
対象者  次のいずれにも該当する方

 ● 宿毛市に住民登録があること　● 市税を滞納していないこと
※予算額に達し次第、受け付けを終了します。
　詳しくはお問い合わせいただくか、宿毛市 HP をご確認ください。

 問  企画課  ☎ 62-1255
宿毛市 HP

宿毛市電動アシスト自転車購入費補助金
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日 曜 行事名 時間 場所 問い合わせ先
1 金 第 26 回　桜墨会サークル展（～ 6 日） 9:00 宿毛文教センター 中央公民館　☎ 63-2618

2 土 子ども将棋教室 9:30 宿毛文教センター 中央公民館　☎ 63-2618

しげちゃんち
～障害のある子どもとその家族みんなで楽しもう～ 10:00 正和隣保館 手代岡児童館　☎ 66-07569 土

10 日 第 11 回　宿毛マラソン 8:30 宿毛市総合運動公園 宿毛マラソン実行委員会事務局　☎ 62-1245

11 月 ふれあい保育 9:30 市内各保育園 市内各保育園

14 木

赤ちゃん広場 9:30 和田集会所 健康推進課　☎ 62-1235

ふれあい保育（おもちつき） 10:00 宿毛幼稚園 宿毛幼稚園　☎ 63-2914
マイナンバーカード交付・
電子証明書更新夜間窓口開設日 17:15 市民課 市民課　☎ 62-1233

17 日 不登校の子どものご家族・経験者の会 13:30 宿毛文教センター 虹の会　代表　中川　☎ 090-2820-6145

19 火 出張年金相談（予約制）
※予約は幡多年金事務所へ

9:30
13:00 市役所 幡多年金事務所　☎ 0880-34-1616

20 水
あいさつ・声かけ運動 7:00 市内全域 青少年育成センター　☎ 63-4197

クルーズ船「バイキング・エデン」寄港 8:00 宿毛湾港新港岸壁 企画課　☎ 62-1255

21 木
通学路安全の日「三木の日」 7:00 市内全域 青少年育成センター　☎ 63-4197

ほっと広場＊西～母推（ぼすい）さんの事業 10:00 西地区防災
コミュニティセンター 健康推進課　☎ 62-1235

24 日 ヒトハコマルシェ vol.9 10:00 宿毛まちのえき林邸 宿毛まちのえき林邸　☎ 79-0563

25 月 ふれあい保育（リトミック・連弾） 10:00 宿毛幼稚園 宿毛幼稚園　☎ 63-2914

26 火 一日行政相談所 13:00 宿毛文教センター 高知行政監視行政相談センター
☎ 088-824-4100

27 水
宿毛文教センター愛館日（清掃活動） 8:30 宿毛文教センター 中央公民館　☎ 63-2618

ほっと広場＊南～母推（ぼすい）さんの事業 10:00 宿毛市総合
社会福祉センター 健康推進課　☎ 62-1235

31 日

宿毛市体育協会主催バドミントン大会 9:00 宿毛市総合運動公園 宿毛市総合運動公園　☎ 66‐1467

梅狩り祭り 9:00 楠山梅園 山里の家　☎ 64-7037

マイナンバーカード交付・
電子証明書更新休日窓口開設日 9:00 市民課 市民課　☎ 62-1233

が付いているイベントで「宿毛 ID」のポイントが貯まります。

休日当番医（救急患者のみ）指定水道業者当番店
月 日 業者名 電話番号

5

1 ㈲宿毛水道工業 ☎ 66-1930
2 高田水道工業 ☎ 63-2425
3 ㈲伊与田設備 ☎ 79-5500
4 所谷建設㈱ ☎ 63-1695
5 幡西道路建設㈱ ☎ 65-8681
6 有田建設㈱ ☎ 63-5226

7 ～ 10 ㈲水道屋かきもと ☎ 65-5011
11 ～ 17 ㈲アクア・サワダ ☎ 63-2541
18 ～ 24 ㈲上岡水道工事 ☎ 66-0643
25 ～ 31 関西水道工事店 ☎ 65-5840

6

1 ～ 7 ㈲宿毛水道工業 ☎ 66-1930
8 ～ 14 高田水道工業 ☎ 63-2425

15 ～ 21 ㈲伊与田設備 ☎ 79-5500
22 ～ 28 所谷建設㈱ ☎ 63-1695
29 ～ 30 幡西道路建設㈱ ☎ 65-8681

6

7 大井田病院 ☎ 63-2101
14 幡多けんみん病院 ☎ 66-2222
21 聖ヶ丘病院 ☎ 63-2146
28 筒井病院 ☎ 66-0013

月 日 医療機関 電話番号

5

3 いなげ胃腸科内科 ☎ 62-1113
4 大井田病院 ☎ 63-2101
5 川村内科クリニック ☎ 66-2911
6 幡多けんみん病院 ☎ 66-2222
10 聖ヶ丘病院 ☎ 63-2146
17 国保大月病院 ☎ 0880-73-1300
24 筒井病院 ☎ 66-0013
31 奥谷整形外科 ☎ 63-1202

※�指定水道業者当番店では、水道の利用開始・
中止の申し込みはできません。申し込みは水
道課（☎ 62-1248）までご連絡ください。 休日当番医指定水道

業者当番店



広
報
す
く
も
５
月
号

N
o.706

発
行
／
宿
毛
市

  編
集
／
企
画
課

令
和
８
年
５
月

1
日
発
行

〒
788-8686  高

知
県
宿
毛
市
希
望
ヶ丘
１
番
地

T
E
L
:0880-62-1255  FA

X
:0880-62-1274

U
R
L:https://w

w
w
.city.sukum

o.kochi.jp
M

ail:kikaku@
city.sukum

o.lg.jp

人のうごき
（R8.4.1 現在）

人口  17,876（-60） 男    8,422（-30） 出生    8 転入  112

世帯  9,676（+ 8） 女    9,454(-30) 死亡  25 転出  155

広報すくもはお年寄り・障害者・外国の方にも
読みやすいUDフォントを使用しています

令和８年度

宿毛市職員採用資格試験案内
船員募集

申込方法  宿毛市電子申請サービスから申し込み
 https://apply.e-tumo.jp/city-sukumo-kochi-u/offer/offerList_
detail?tempSeq=19162

※24時間申込可能　※インターネットで申し込みができない場合はご連絡ください。
受付期間  随時
　詳細は宿毛市 HP からご確認ください。
 問  総務課  ☎ 62-1111

宿毛市 HP

申込


